10年間の歩み by 日本赤十字放射線技師会
7 
 平成 15年～平成 24年の出来事（10年を振り返って）  
 
〈平成15年〉 
3/19 米英によるイラク侵攻作戦開始（イラク戦争の勃発）  
4/1 郵政事業庁が日本郵政公社に  
6/6 戦後はじめて有事法制が成立  
7/26 イラク特措法成立  
9/15 プロ野球の阪神タイガースが18年ぶりにリーグ優勝  
 
11/9 自由党が野党第1党の民主党に合流、新たに「民主党」となる。  
第43回衆議院総選挙、投票即日開票  
12/1 地上波デジタルテレビジョン放送が東京、大阪、名古屋で放送開始  
 
〈平成16年〉  
1/11 初の2038年問題によりATMの誤作動発生  
1/12 山口県で日本国内79年ぶりの鳥インフルエンザが発生  
1/19 自衛隊イラク派遣開始  
4/7 イラク日本人人質事件発生  
4/28 年金改革関連法案が与党賛成多数で可決  
8/9 関西電力美浜原子力発電所（福井県）事故  
8/13～29 アテネオリンピック  
 
9/17・18 日本プロ野球選手会がプロ野球史上初のストライキを決行  
11/1 日本で新紙幣発行 
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〈平成17年〉  
3/25～9/25 愛知万博開催  
4/25 JR福知山線で脱線事故により死者107名  
 
9/14 郵政民営化法が可決・成立  
11/15 天皇家の長女紀宮さまが黒田慶樹さんとご結婚  
11/17 マンションなどの耐震偽装発覚  
11/28 大相撲横綱の朝青龍が史上初の7連覇と年間6場所完全制覇を達成  
 
〈平成18年〉  
1/23 ライブドア事件で堀江貴文社長らが証券取引法違反容疑で逮捕  
2/10～26 冬季トリノオリンピック、フィギュア荒川静香選手金メダル  
3/20 第一回WBCで日本が優勝  
 
7/14 ゼロ金利政策の解除  
9/6 秋篠宮妃紀子さまが男子（悠仁「ひさひと」さま）ご出産  









1/11 不二家で消費期限の偽装発覚               
4/3 年金記録漏れが5千万件判明  
5/28 松岡農相自殺 




1/30 中国製ギョーザで中毒  
4/1 後期高齢者医療制度がスタート  
6/8 東京・秋葉原で無差別殺人  
8/8～24 北京五輪で日本は金9、銀6、銅10、合計25のメダルを獲得  
9/1 福田首相が退陣、後継に麻生首相  
9/15 米国発金融危機が拡大  
10/7・8 ノーベル物理学賞に南部、小林、益川氏、化学賞では下村氏が受賞  
 

















1/20 オバマ米大統領就任  
3/23 日本が決勝で韓国を破りWBC連覇  
 
 
3/28 高速道の上限1千円がスタート  
5/9 新型インフルエンザが流行  





4/20 宮崎県で家畜伝染病「口蹄疫」の発生を確認  
6/13 小惑星探査機「はやぶさ」が帰還  
6～8月 観測史最高の猛暑  
7/11 参院選挙で民主党が大敗、ねじれ国会に  
9/7 尖閣諸島沖で中国漁船が海上保安庁の巡視船に激突  
9/17 鳩山首相退陣、菅内閣発足  
9/10 郵便不正事件で厚生労働省元局長に無罪判決  






2/6 八百長が発覚し大相撲春場所の中止を決定  
3/11 東日本大震災  
 
3/12～15 福島第一原発で冷却不能になり原子炉建屋で爆発事故  
7月～9月 東京電力と東北電力管内で電力使用制限令が出され、暑い夏に  
7/17 なでしこジャパンがサッカーW杯で世界一に  
 
7/24 テレビ放送が地デジに移行  
9/2 野田内閣発足  
9月 日本では台風、タイでは洪水による大規模な被害  
11/27 大阪ダブル選挙で橋下大阪市長・松井大阪府知事誕生 
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〈平成 24年〉  
2/29 高さ634mを誇り、自立式鉄塔としては世界一となる東京スカイツリーが日本で竣工。  
5/20 北太平洋上を中心に、中国、日本、アメリカなどで金環日食を観測  
7月 九州北部豪雨。  




12/2 笹子トンネル天井板落下事故  
12/12 北朝鮮が人工衛星弾道ミサイルを発射  




年度別 会長 副会長 監事 常任理事 地区理事 地区委員 
平成 
15,16年度 
星野 保郎 中村 覈郎 
松尾 政明 
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年度別 会長 副会長 監事 常任理事 地区理事 地区委員 
平成 
21,22年度 































清水 文孝 久保田利夫 
石田 智広 


































荒川 洋 水戸赤十字病院 功労賞 田村 悟郎 長岡赤十字病院 功労賞
長谷川 隆雄 松山赤十字病院 功労賞       
小林 篤  山田赤十字病院 奨励賞 施設 長浜赤十字病院 奨励賞
口井 信孝 和歌山医療センター 感謝状       
 
平成 17年 
増田 淑雅 名古屋赤十字病院 功労賞 服部 昭 長浜赤十字病院 功労賞
中村 裕貴 成田赤十字病院 功労賞 山本 祐司 大津赤十字病院 功労賞
石井 出一 石巻赤十字病院 功労賞 大関 魁造 長岡赤十字病院 功労賞
藤原 伸行 大分赤十字病院 功労賞       
有賀 英司 名古屋第二赤十字病院 奨励賞 西村 英明 福井赤十字病院 奨励賞
施設 福井赤十字病院 奨励賞       
 
平成 18年 
星野 保郎 足利赤十字病院 功労賞 松尾 政明 武蔵野赤十字病院 功労賞
森 正三 古河（猿島）赤十字病院 功労賞 中村 覈朗 名古屋第二赤十字病院 功労賞
濱本 隆明 鳥取赤十字病院 功労賞 西村 昭二 鳥取赤十字病院 功労賞
谷山 義信 福岡赤十字病院 功労賞       
高津 安男 大阪赤十字病院 奨励賞 施設 深谷赤十字病院 奨励賞
川村 佳生 和歌山医療センター 感謝状       
 
平成 19年 
花田 和夫 仙台赤十字病院 功労賞 小田切 楠夫 日本赤十字社医療センター 功労賞
神村 良雄 成田赤十字病院 功労賞 玉田 一 成田赤十字病院 功労賞
多賀 昭雄 岐阜赤十字病院 功労賞 永田 三千男 大阪赤十字病院 功労賞
岩見 守人 姫路赤十字病院 奨励賞 施設 松江赤十字病院 奨励賞
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平成 20年 
高橋 和弘 小清水赤十字病院 功労賞 花岡 宏行 諏訪赤十字病院 功労賞
池田 英二 伊達赤十字病院 功労賞 駿田 耕一 京都第二赤十字病院 功労賞
草田 行雄 名古屋第一赤十字病院 功労賞 林 正彦 松山赤十字病院 功労賞
中沢 正司 飯山赤十字病院 功労賞 一瀬 弘之 広島原爆病院 功労賞
施設 山田赤十字病院 奨励賞       
川村 佳生 和歌山医療センター 感謝状       
平成 21年 
関根 和正 深谷赤十字病院 功労賞 村田 稔 京都第二赤十字病院 功労賞
片岡 幸子 高知赤十字病院 功労賞 富田 啓二 福井赤十字病院 功労賞
室谷 正吾 富山赤十字病院 功労賞 道下 博行 益田赤十字病院 功労賞
西村 章三 石巻赤十字病院 功労賞 星野 憲司 釧路赤十字病院 功労賞
村山 正栄 長岡赤十字病院 功労賞 小田 秀人 函館赤十字病院 功労賞
   名倉 邦彦 引佐赤十字病院 功労賞
施設 松山赤十字病院 奨励賞 加賀 久喜 大阪赤十字病院 奨励賞
川村 佳生 和歌山医療センター 感謝状 西関 剛 長浜赤十字病院 奨励賞
      岡本 繁 京都第二赤十字病院 奨励賞
 
平成 22年 
小林 孝明 釧路赤十字病院 功労賞 木村 幸一 浜松赤十字病院 功労賞
市ノ渡 憲市 盛岡赤十字病院 功労賞 渡辺 和美 広島赤十字・原爆病院 功労賞
宮本 岩保 盛岡赤十字病院 功労賞 古川 和仁 和歌山医療センター 功労賞
冨原 弘之 福島赤十字病院 功労賞 中澤 直心 福岡赤十字病院 功労賞
桜井 守 小川赤十字病院 功労賞 木下 洋之 福岡赤十字病院 功労賞
友井 忠雄 横浜市立みなと赤十字病院 功労賞 山口 春雄 長崎原爆病院 功労賞
日尾 哲朗 金沢赤十字病院 功労賞 高橋 朗 長崎原爆病院 功労賞
金子 彰 髙山赤十字病院 功労賞 松山 秀夫 浜松赤十字病院 功労賞
足澤 登 日本赤十字社医療センター 功労賞       










西田 俊昭 北見赤十字病院 功労賞 松山 繁 津久井赤十字病院 功労賞
松本 幸夫 盛岡赤十字病院 功労賞 藤井 紀生 山田赤十字病院 功労賞
路野 俊雄 成田赤十字病院 功労賞 尾上 章 大阪赤十字病院 功労賞
岡庭 繁樹 前橋赤十字病院 功労賞 宮本 善夫 大阪赤十字病院 功労賞
黒田 順平 さいたま赤十字病院 功労賞 西谷 泰男 高松赤十字病院 功労賞
少路 進 武蔵野赤十字病院 功労賞 笠原 秀憲 松江赤十字病院 功労賞
鈴木 利男 日本赤十字社医療センター 功労賞 古賀 則夫 福岡赤十字病院 功労賞
川上 直志 横浜市立みなと赤十字病院 功労賞 古賀 博幸 福岡赤十字病院 功労賞
堀内 順一 秦野赤十字病院 功労賞 玉永 正博 熊本赤十字病院 功労賞
東 茂 伊豆赤十字病院 功労賞       
施設 成田赤十字病院 奨励賞 大町 繁美 長崎原爆諫早病院 奨励賞
 
平成 24年 
引屋敷 聖晴 武蔵野赤十字病院 功労賞 重松 味津雄 松山赤十字病院 功労賞
金子 弘孝 長岡赤十字病院 功労賞 宇野 二三代 成田赤十字病院 功労賞
大橋 正男 長岡赤十字病院 功労賞 田原 徳建 高知赤十字病院 功労賞
赤澤 武 熊本健康管理センター 功労賞 滝 健次 徳島赤十字病院 功労賞
柳澤 信男 長野赤十字病院 功労賞 川嶌 剛 長浜赤十字病院 功労賞
益井 謙 松江赤十字病院 功労賞 福島 良 小川赤十字病院 功労賞
 
東日本大震災時日本赤十字放射線技師会に支援をしてくれた企業に対して 
コニカミノルタヘルスケア株式会社 感謝状 株式会社ナナオ 感謝状
株式会社日立メディコ 感謝状 富士フイルムメディカル株式会社 感謝状
株式会社 保科製作所 感謝状      
 
名誉会員 













         日本赤十字放射線技師会   
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平成 17年度―巻頭言― 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－      
被 写 界 深 度 
長野赤十字上山田病院   
















































－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－.      
「地 産 地 消」 
長野赤十字上山田病院   































































平成 19年度―巻頭言―                   日本赤十字放射線技師会会誌 Vol.49 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
                    日本赤十字放射線技師会 
会 長   益 井 謙 
知 行 合 一 























































































































巻頭言                          日本赤十字放射線技師会会誌 Vol.50 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 





































































































































巻 頭 言                      日本赤十字放射線技師会会誌 電子１号 
*************************************************************************************** 
 
『 我らのマグナカルタ 』 
                    日本赤十字放射線技師会 会長 益 井 謙 




曰く『1.売らない 2.汚さない 3.乱さない 4.壊さない 5.生かす』。島を守る住民の意思である。島を守

























巻 頭 言                       日本赤十字放射線技師会会誌 電子2号 
******************************************************************************** 
一 所 不 住 


























































































































期   間  平成 16 年 6 月 23 日（水）～24 日（木） 
会   場  日本赤十字社 本社 201 会議室 
 
日 本 赤 十 字 放 射 線 技 師 会 
Japanese Red Cross Association  of  Radiological  Technologists 
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平成 16年度 業務研修会 プログラム 
6月 23日（水） 
9時 30分～10時 10分：受付 
（資料配布・会議費徴収・研究発表資料徴収） 
10時 10分～10時 20分 
開会挨拶     会 長 星野 保郎 （足利） 
本社挨拶   医療事業部 石澤 宣文 部長 
10時 20.分～11時 00分 
本社講演 
「平成 15年度赤十字病院の決算について」 
     病院経営対策課 野口 良樹 課長 
          進行 星野 保郎（足利） 
11時 10分～12時 00分：会員研究発表・第 1部 
          座長 古川 晴美  （松江） 
 １）マンモグラフィ―ポジショニング 
        練習用ファントムの使用と効果  
             下山 可南子（さいたま） 
 ２）当院におけるマンモグラフィ―の現状 
             辻本 梨香 （神戸） 
 ３）ステレオガイド下マンモトーム生検の有用性について                
             櫻井 勝則 （舞鶴） 
 ４）睡眠時無呼吸症候群におけるセファログラフィの有用性            
             陰山 真吾 （松江） 
12時 00分～13時 00分：昼食 
13時 00分～14時 30分 
教育講演 
   「世界遺産に登録された日光東照宮」 
  日光東照宮  禰宜 青山 隆生 先生 
          座長 星野 保郎 （足利） 
14時 40分～15時 30分：会員研究発表・第 2部 
          座長 松尾 政明 （武蔵野） 
 １）当院における脳梗塞急性期血栓溶解術の検証 
             林 隆宏  （名一） 
 ２）イメージングプレートのフェーディング現象が濃度変化に与える影響    
             有賀 英二 （名二） 
 ３）HIS／RIS連携と FPD／CR混在システムの構築の実際      
             西村 英明 （福井） 
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 ４）コニカミノルタハンディターミナルの使用経験 
             清水 邦昭 （深谷） 
15時 40分～16時 50分：第 51回 定期総会 
 
6月 24日（木） 
9時 30分～10時 30分 
教育講演 
    「医療と放射線防護」 
     放射線医学総合研究所・医学物理部 
             赤羽 恵一 先生 
座長 山縣 徳治 （水戸） 
10時 40分～11時 40分：会員研究発表・第 3部 
座長 中村 覈郎 （名二） 
 １）FPDIを使用した前後方向における 
           セットアップエラーの検証 
             是平 美由紀 （広島） 
 ２）唾液腺シンチの後面撮像の有用性 
             玉田 一   （成田） 
 ３）血管造影検査における面積線量計の使用経験 
             池田 幸弘 （大田原） 
 ４）IVR検査時における皮膚表面吸収線量の測定 
             鷲見 直弘  （大津） 
 ５）当科における機器管理の現状 
             前川 栄寿  （成田） 
 
11時 40分～12時 40分：会員研究発表・第 4部 
          座長 古河 望   （北見） 
 １）Volume Rendering法の 3D処理の検討 
             榎津 浩人  （松山） 
 ２）4DASマルチスライス CTにおける焦点サイズの切り替えによる画質の物理評価        
              白崎 憲治  （旭川） 
 ３）兵庫県災害医療センターにおける 16列MDCTを用いた CoronaryCTA検査について              
              中田 正明  （神戸） 
 ４）当院における CTAの有用性について 
              中川 亮二  （金沢） 
 ５）頭部 3DTOF MRAにおける QDコイルと 8chNVコイルの比較検討       
雨森 美江  （福井） 
12時 40分～12時 50分 















期   間  平成 17年 6月 14日（火）～15日（水） 
会   場  日本赤十字社 本社 201会議室 
 
日 本 赤 十 字 放 射 線 技 師 会 





平成 17年度 全国赤十字病（産）院診療放射線技師業務研修会日程 
                                     
【6月 14日（火）】 
  9時 30分～10時 10分  受付      資料配布・会議費徴収・研究発表資料徴収 
 
 10時 10分～10時 20分  挨拶         会長  足利赤十字病院   星野 保郎 
                   日本赤十字社 医療事業部 部長   堀野 政則様 
 
 10時 20分～11時 00分  本社講演      医療事業部 経営指導課長   神波 豊 様 
                        進行 足利赤十字病院   星野 保郎 
 
 11時 10分～12時 05分  会員研究発表 第 1部 
 座長 日本赤十字社 長崎原爆諫早病院  森  幹司 
 
１・管理運用「当院放射線科部での病院機能評価再受審への取り組み」 
                名古屋第一赤十字病院  小田 哲意（オダ テツイ） 
 
２・その他 「災害発生時における救急患者への対応 ～航空機乱気流事故を経験して～」 
                   成田赤十字病院  渡邉 一寿（ワタナベ カズトシ） 
 
３・管理運用「放射線画像システムの展開（既存システムから電子カルテへの統合・再構築） 
                    松江赤十字病院  加藤 秀之（カトウ ヒデユキ） 
 
４・管理運用「遠隔画像診断システムの導入と使用経験」 




                    深谷赤十字病院  宮関 佳代（ミヤゼキ カヨ） 
 
６・管理運用「患者様に安全に検査を受けてもらおう」 
                   武蔵野赤十字病院  佐藤 恒輔（サトウ コウスケ） 
 
 12時 05分～13時 05分  昼食 
 
 13時 15分～14時 45分  特別学術講演    「PETによる腫瘍診断」   
国立国際医療センター 第 3放射線科（核医学） 窪田 和雄 先生 
                       座長 水戸赤十字病院  山縣 徳治 
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 14時 55分～16時 25分  特別教育講演  「高線量被曝の病理と放射線診断」 
     東京大学附属病院 放射線科  中川 恵一 先生 
                      座長 名古屋第二赤十字病院 中村 覈郎 
 16時 35分～18時 00分     第 52回 定期総会 
 
【6月 15日（水）】 
  9時 00分～9時 30分  本社講演  医療事業部       管理係長   串田 裕一様  
進行 武蔵野赤十字病院    松尾 政明 
 
9時 41分～10時 25分  会員研究発表 第 2部 
                        座長 京都第二赤十字病院   辻 秀憲 
 
   １・X線撮影「骨密度測定における腰椎と大腿骨頚部の相関関係」 
                  諏訪赤十字病院  長田 年生（ナガタ トシオ） 
 
   ２・X線撮影「臨床の現場における FPDシステムの利点と問題点」 
                  福井赤十字病院  上坂 俊輔（カミサカ シュンスケ） 
 
   ３・X線撮影「新たに導入された血管造影 X線診断装置の使用経験」 
                京都第二赤十字病院  山添 元士（ヤマゾエ ゲンシ） 
 
   ４・管理  「心臓カテーテル検査における被曝線量低減策の検討」 
                  松山赤十字病院  波多野 有香（ハタノ ユカ） 
 
５・管理  「胸部正面単純撮影における患者表面吸収線量の測定」 
                  松江赤十字病院  秋田 大輔（アキタ ダイスケ） 
 
10時 35分～11時 30分  会員研究発表 第 3部 
                    座長  横浜市立みなと赤十字病院 川上 直志 
 
   １・RI   「Attenuation 値が iSSP3.5に及ぼす影響について」 
                  深谷赤十字病院  清水 邦昭（シミズ クニアキ） 
 
   ２・RI   「収集 STEP数がもたらす SPECT画像の影響 －心筋 SPECT画像を用いて－」 
                  松江赤十字病院  磯田 康範（イソダ ヤスノリ） 
 
   ３・RI   「当院におけるセンチネルリンパ節シンチについて」 
                  福井赤十字病院  村上 冬樹（ムラカミ フユキ） 
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   ４・治療  「当院におけるバセドウ病の放射線ヨード療法の 10年」 
                  長岡赤十字病院  鈴木 光男（スズキ ミツオ） 
 
   ５・MRI  「STIR型 SENS・DWIの至適撮像条件の検討」 
          日本赤十字病院和歌山医療センター 加賀 久喜（カガ ヒサヨシ） 
 
６・管理運用「当院における新MRI導入による日常業務の考察」 
                  大阪赤十字病院  高津 安男（タカツ ヤスオ） 
 
 
 11時 35分～11時 45分     閉会挨拶   会長  足利赤十字病院   星野 保郎 
 
















期   間  平成 18年 6月 8日（木）～9日（金） 
会   場  日本赤十字社 本社 101会議室 
 
日 本 赤 十 字 放 射 線 技 師 会 








 9：30~10：00  受付      資料配布・会議費徴収・研究発表資料徴収 
10：00~10：20  挨拶     会長  長野赤十字上山田病院   松山 繁 
                    日本赤十字社 医療事業部 部長  堀野 政則 様 
 10：20~11：20     本社講演「赤十字の役割」 
                  日本赤十字社 医療事業部 次長  見澤  泉 様 
                    進行  長野赤十字上山田病院   松山 繁 
11：30~12：20    会員研究発表   第１部 
 座長    長野赤十字病院  小林 実  
   1.123I-IMP Graphplot法を用いた脳血流測定法の検討 
                        金沢赤十字病院    坂庄 政輝（サカショウ マサテル） 
   2.Tc-tetrofosmin心筋薬剤負荷シンチにおける撮像開始時間の検討 
横浜市立みなと赤十字病院  小峯 里香（コミネ リカ） 
   3.当院における PCIとリスクファクターの関係 
益田赤十字病院            永安 英正（ナガヤス ヒデマサ） 
4.当院における注腸 X線検査の現状（見逃しについて） 
深谷赤十字病院            斉藤  幸夫（サイトウ ユキオ） 
5.当院における【カイゼン】目標を利用した一般撮影部門管理の効果 
小川赤十字病院      田中 達也（タナカ タツヤ） 
 12：20~13：20  昼   食 
13：20~14：40  特別学術講演 「診療放射線領域におけるリスク・マネージメント」   
             群馬県立県民健康科学大学診療放射線学部 助教授 倉石 政彦 先生 
座長  前橋赤十字病院  久保田 利夫 
 
14：50~15：50  特別教育講演  「一冊の本との出合い」 
                     イラストレーター        藤岡 牧夫 先生 
座長 長野赤十字上山田病院  松山 繁 




     9：00~10：20    会員研究発表    第 2部 
座長  原町赤十字病院  萩原 健 
1.デジタル断層画像における特性 
 深谷赤十字病院   富田 欣治（トミタ ヨシハル） 
2.IP（イメージング・プレート）の使用劣化についての評価 
京都第二赤十字病院    西本 岳（ニシモト タカシ） 
3.先天性股関節脱臼のスクリーニングＸ線検査における性腺防護マスクの検討 
松江赤十字病院    中島 清貴（ナカシマ キヨタカ） 
4.マンモグラフィ専用ドライ画像記録用フィルム（DI-ML）の検討  
長浜赤十字病院    永原 誠子（ナガハラ トモコ） 
5.マンモグラフィにおける精度管理および被ばく線量に関する研究 
松山赤十字病院    前田 恵（マエダ メグミ） 
6.乳房撮影における検査着の検討 
福井赤十字病院    中丁 美和（ナカチョウ ミワ） 
7.耳鼻科領域の咽頭・喉頭撮影におけるバルサルバ法の有効性 
松江赤十字病院    川中 弘之（カワナカ ヒロユキ） 
10：30~11：20     会員研究発表      第 3部 
  座長  大阪赤十字病院  高津 安男 
   1.当直時における緊急MR検査  
名古屋第一赤十字病院     小栗 卓也（オグリ タクヤ） 
2.肩関節疾患におけるMRI静注造影検査の有用性について 
広島赤十字・原爆病院     冨中 宗久（トミナカ ムネヒサ） 
3.多方向観察を目的とした 3DMRDSAの検討 
大田原赤十字病院      井戸沼 佳明（イドヌマ ヨシアキ） 
4.近畿ブロック研修会で行った部門別アンケートの結果報告について  第一報 
姫路赤十字病院      岩見 守人（イワミ モリヒト） 
5.近畿ブロック研修会で行った部門別アンケートの結果報告について  第二報 
姫路赤十字病院      辻井 貴雄（ツジイ タカオ） 
 11：30~12：30    シンポジウム「災害医療」 
座長  日本赤十字社医療センター 鈴木 利男 
  災害時医療にどう取り組むか？－災害拠点病院での放射線技師の関わりと中越地震を体験して－  
長岡赤十字病院    捧   和雄（ササゲ カズオ） 
 当院における災害発生時の対応について   成田赤十字病院   安部 沙優花（アベ サユカ）  
   災害医療への取り組み（阪神淡路大震災の教訓）  
神戸赤十字病院   浅妻  厚（アサヅマ アツシ） 
12：30~13：30      昼 食（ブロック連絡会） 
40 
13：30~13：45     閉会挨拶     会長  長野赤十字上山田病院  松山 繁 

















期   間  平成 19年 7月 5日（木）～6日（金） 
会   場  日本赤十字社 本社 201会議室 
 
日 本 赤 十 字 放 射 線 技 師 会 
Japanese  Red  Cross  Association  of  Radiological  Technologists 
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平成 19年度 全国赤十字病（産）院診療放射線技師業務研修会日程 
                                     
 【7月 5日（木）】 
   9：30 ～ 10：00  受付     資料配布・会議費徴収・研究発表資料徴収 
 
   10：05 ～ 10：15  挨拶     会長  長野赤十字上山田病院    松山 繁 
                     日本赤十字社 医療事業部 部長    神波 豊 様 
  
  10：20 ～ 11：15  本社講演「赤十字の現状と課題」 
                日本赤十字社 医療事業部 経営指導課長 亀井 勝見 様 
                     進行   長野赤十字上山田病院     松山 繁 
 
11：30 ～ 12：20  会員研究発表    第 1 部 
      座長    京都第二赤十字病院 辻 秀憲 
   １．内臓脂肪計測ソフト Fat Scanの導入 
大田原赤十字病院         増渕 裕介（マスブチ ユウスケ） 
 
２．Z-sharpening algorithmの評価と有用性   
日本赤十字社和歌山医療センター  加賀 久喜(カガ ヒサヨシ) 
 
３．当院における SOMATOM Sensation Cardiac 64の使用経験 
―自動露出機構（care dose 4D）の特性 
徳島赤十字病院          赤川 拓也（アカガワ タクヤ） 
 
４．X線 CT検査における照射録作成支援と被曝線量のデータベース化の試み 




庄原赤十字病院                    宇山 浩文（ウヤマ ヒロフミ）  
 
12：20 ～ 13：20  昼   食 
 
13：20 ～ 14：30  教育講演 
「患者様に信頼されるための正しいコミュニケーションとマナー」   
                NHK学園講師      山岸 弘子 先生 
                     座長  長野赤十字上山田病院  松山 繁 
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14：40 ～ 15：50  学術講演「MDCT－4列から 64列 CTまでの使用経験」 
                東北大学病院 放射線診断科 高瀬 圭 先生 
座長   前橋赤十字病院       久保田 利夫 




9：00 ～ 10：10  会員研究発表    第 2 部 
座長  高松赤十字病院  西谷 泰男 
１．当院における胃 X線検査説明書の作成 
深谷赤十字病院          斉藤 幸夫（サイトウ ユキオ） 
  
２．注腸Ｘ線検査における選択式前処置法の検討    
置戸赤十字病院          谷川 道一（タニカワ ミチカズ）
   
３．直接変換方式 FPD Sonialvision Safire(X線 TV) 
―任意断層再構成 トモシンセシスのシステムと画像 
京都第二赤十字病院        岡本 繁（オカモト シゲル） 
  
４．DR装置における IVRの線量管理に関する基礎的検討 
神戸赤十字病院／兵庫県災害医療センター  松村 光章(マツムラ ミツアキ) 
 
５．心臓カテーテル検査・LVGでの使用造影剤量の検討  
深谷赤十字病院          桐生 幸恵（キリュウ ユキエ） 
  
６．デリバリーFDG による PET検査の実際 
名古屋第一赤十字病院       四辻 万利子（ヨツツジ マリコ）
   
７．供給 18F-FDGによる PET-CT装置収集時間の画像検討  
松江赤十字病院          磯田 康範（イソダ ヤスノリ） 
       
 
10：30 ～ 11：40  会員研究発表     第 3 部 
                       座長  唐津赤十字病院  宮村 定 
  １．マンモトーム生検装置の使用経験  
日赤医療センター                 宮崎 麻衣子（ミヤザキ マイコ）
  
２．女性職員に対する乳がん検診の啓発（第一報）～事前アンケートをもとに～   
長浜赤十字病院                  西関 剛（ニシゼキ タケシ） 
44 
３．女性職員に対する乳がん検診の啓発（第二報）～勉強会を終えて～ 
長浜赤十字病院                  西関 剛      
 
４．PACS運用上での画像修正の原因とその分析 
日赤医療センター                丸山 大樹（マルヤマ ダイキ）  
 
５．MLCを使用したマントル照射について  
広島赤十字・原爆病院            大胡 文彦（オオエベス フミヒコ）
  
６．本絞り分割型MLCにおける Half Field法の検証  
松江赤十字病院                 坂本 晴夫（サカモト ハルオ）  
 
７．当院の胸部定位照射の線量精度検証 
福井赤十字病院                 上坂 忠敏（ウエサカ タダトシ） 
   
12：00 ～ 1：00   閉会挨拶      
             ブロック連絡会議（昼 食） 






















期   間  平成 20年 6月 2日（月）～3日（火） 
会   場  日本赤十字社 本社 201会議室 
 
日 本 赤 十 字 放 射 線 技 師 会 
Japanese  Red  Cross  Association  of  Radiological  Technologists 
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平成 20年度 全国赤十字病（産）院診療放射線技師業務研修会プログラム 
【6月 2日（月）】 
9:30～10:00  受付   資料配布・会議費徴収・スライド 
10:00～10:15  挨拶   会長     松江赤十字病院   益井 謙 
             日本赤十字社 医療事業部長    神波 豊 様 
10:15～11:15  本社講演 「これからの医療体制と赤十字病院にいついて」 
             日本赤十字社 医療事業部企画課長 大野 博敬 様 
座長 松江赤十字病院  益井 謙 
11:25～12:00  日本赤十字放射線技師会 HPの紹介   名古屋第二赤十字病院 新美 孝永 
12:00～13:00  昼食 
13:00～15:00  55周年特別記念講演「医療機器の安全管理体制及び診療報酬上での評価」 
（社）日本画像医療システム工業会 野口 雄司 先生 
座長 足利赤十字病院  中里 明 
15:10～15:50  会員研究発表  第 1部  一般演題 座長 北見赤十字病院  伊藤 卓也 
 1.PACS導入及び運用時にあたっての問題点とその対策 
京都第二赤十字病院   西本 岳（ニシモト タカシ） 
 2.放射線業務における医療安全について 
松山赤十字病院   大西 寛典（オオニシ ヒロノリ） 
 3.三次元再構成ソフト Astonishの効果 
広島赤十字・原爆病院   原本 康博（ハラモト ヤスヒロ） 
 4.当院MRI検査での心肺停止時における対応についての一考察 
大阪赤十字病院   高津 安男（タカツ ヤスオ） 
16:00～          第 55回 定期総会 
 
【6月 3日（火）】 
9:20～10:50   学術講演「知っておきたい乳腺診断の流れ」 
乳房画像分科会代表世話人 さいたま赤十字病院 尾形 智幸 
座長 芳賀赤十字病院 武藤 美子 
11:10～12:00   会員研究発表 第 2部  要望演題   座長 深谷赤十字病院 川合 佳代 
 1.職員によるマンモグラフィ検診-----施設画像認定取得に向けて 
名古屋第一赤十字病院   長谷 宏美（ハセ ヒロミ） 
 2.当院における他職種を含めた合同乳がん症例検討会の現状 
成田赤十字病院   阿部 真波（アベ マナミ） 
 3.マンモグラフィに関わるインシデンド事例と対策 
神戸赤十字病院   辻本 梨香（ツジモト リカ） 
 4.データベースによる乳房 X線撮影の技術管理 
北見赤十字病院   伊藤 卓也（イトウ タクヤ） 
 5.デジタル乳房撮影装置における自動露出制御の管理とその重要性 
名古屋第二赤十字病院   村瀬 多美（ムラセ タミ） 
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12:00～13:00       昼食 
13:00～13:50 会員研究発表 第 3部要望演題＋分科会報告 座長 芳賀赤十字病院 武藤 美子 
1.マンモグラフィにおける客観的ポジショニング評価法－乳腺組織の伸展性－ 
松江赤十字病院   古川 春美（フルカワ ハルミ） 
 2.マンモグラフィにおける客観的ポジショニング評価法の一提案 
松江赤十字病院   古川 春美 
 3.MR分科会アンケート報告「各施設における乳房MRI検査について」 
姫路赤十字病院   岩見 守人（イワミ モリヒト） 
4乳房画像分科会アンケート報告 
長浜赤十字病院   西関 剛（ニシゼキ ツヨシ） 
 
 
14:00～14:30  会員研究発表  第 4部  一般演題   座長 秋田赤十字病院 三浦 司 
1.FPDシステムにおける自動露出制御の特性把握－放射線管理の精度向上を目指す－ 
名古屋第二赤十字病院   才賀 治（サイガ オサム） 
 2.電子線のカットアウト照射野におけるMU算出方法の検討 
浜松赤十字病院   布施 拓（フセ ヒラク） 
 3.腹部領域における 2D－Quantum De－noising Filterの物理的評価 
日本赤十字社和歌山医療センター   加賀 久喜（カガ ヒサヨシ） 

















期   間  平成 21年 6月 8日（木）～9日（金） 
会   場  日本赤十字社 本社 201会議室 
 
日 本 赤 十 字 放 射 線 技 師 会 
Japanese  Red  Cross  Association  of  Radiological  Technologists 
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    平成 21年度 全国赤十字病（産）院診療放射線技師業務研修会日程 
 
平成 21年度 全国赤十字病（産）院診療放射線技師業務研修会プログラム 
 
【6月 8日（月）】 
9：30 ～ 10：00  受付  資料配布・会議費徴収・研究発表資料徴収 
 
   10：00 ～ 10：20  挨拶             会 長   松江赤十字病院   益井 謙 
                       日本赤十字社 医療事業部長    神波 豊  様  
          
   10：30 ～ 11：30  本社講演「日赤病院を取り巻く医療環境について」 
                       日本赤十字社 医療事業部企画課長 大野 博敬 様  
                           座 長   松江赤十字病院   益井 謙 
 
11：40 ～ 12：10  特別企画「ユビキタスで技師会活動はこう変わる！ 
～ HPとMLの有効活用術」 
                           日本赤十字放射線技師会 企画担当  
名古屋第二赤十字病院 新美 孝永 
 
12：10 ～ 13：10  昼 食   
 
13：10 ～ 14：10  会員研究発表 第 1部 
              座 長  日本赤十字社和歌山医療センター   井澤 秀恭  
1. 冠動脈 CT撮影時の被写体位置が画質に及ぼす影響 
(コントラスト分解能及び画像ノイズの物理的評価)      
大阪赤十字病院  加賀 久喜 
2. 当院の心臓ＣＴ撮影技師育成における見本解析画像の作成 
                       深谷赤十字病院  齋藤 幸夫 
3. CTによる内臓脂肪面積測定ソフト Fatscan1000例の経験と 
肺気腫計測ソフト LungVisionの使用経験 
              日本赤十字社 長崎原爆諫早病院   大町  繁美 
4． OPE室 CTの使用経験 
                     名古屋第一赤十字病院   臼井 友彦 
5.  MV Cone Beam CT の使用経験 
                 横浜市立みなと赤十字病院   落石 祐一 
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14：20 ～ 15：10  会員研究発表 第 2部  
                         座  長   水戸赤十字病院   新藤 裕之 
6. 大腿骨上顆軸撮影（Epicondylar View)の検討 
                          松山赤十字病院    栗田 幸 
7. 頭部単純 X線撮影法の検証と新しいポジショニング法の提案 
  －頬骨弓軸位法とWaters氏法を対象として－ 
                         前橋赤十字病院    長瀬 博之 
8. MRIにおける手関節部機能撮影補助具作成および解析の試み 
                          大阪赤十字病院    高津 安男 
9. デジタルマンモグラフィとアナログマンモグラフィにおける 
低コントラスト分解能の比較 
                                      京都第二赤十字病院   山本 絵美 
  




9：00 ～  9：50  会員研究発表 第 3部 
               座  長    熊本赤十字病院  竹野 俊一 
 
10. FPDオーバーチューブ透視装置における術者被ばく軽減への取り組み 
                           広島赤十字・原爆病院   古西 健太 
11. 当院放射線科におけるリスクマネージメントの取り組みと課題  
                          横浜市立みなと赤十字病院  西山 和幸 
12. 可搬媒体による診療情報提供の問題 
                         日本赤十字社 医療センター   増田 明宏 
13.  災害医療におけるコメディカルの必要性 
          ～DMAT研修でのアンケートより～ 
                              神戸赤十字病院  中田 正明 
                   
10：10 ～ 11：40     教育講演「災害医療における放射線技師の役割 
―あなたにできることは何か？―」 
兵庫県災害医療センター 副センター長   中山 伸一 様  
              座  長    水戸赤十字病院  山縣 徳治     
                              
11：50 ～ 12：20  ディスカッション「今から始める災害医療（仮題）」 
出席者   中山 伸一先生 及び DMAT研修修了者  
              進 行   神戸赤十字病院  浅妻 厚     
12：20 ～ 13：20  昼 食 
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13：20 ～ 14：20    学術講演「3T MRIの使用経験 
－ Siemens社製Magnetom Trio 3.0T－ 」 
                         MR分科会  仙台赤十字病院   安彦 茂 様  
                         座  長   MR分科会代表世話人 
                                                   大阪赤十字病院  高津 安男 
 































期   間  平成 22年 6月 10日（木）～11日（金） 
会   場  東京国際フォーラム G409号会議室 
日 本 赤 十 字 放 射 線 技 師 会 
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10：00～10：10 開会式 開会宣言  日本赤十字放射線技師会会長  益井 謙 
10：10～10：50 本社講演「赤十字を取り巻く医療環境について」 
                    医療事業部 次長    竹内 賢治 様 
                    座長 益井 謙（会長）  
11：00～12：10 学術講演「研究課題の見つけ方・すすめ方 －CT造影法を中心として－」 
長野赤十字病院    八町 淳 様 
                    座長 藤村 貴順（CT分科会 盛岡）     
12：10～13：00 ランチョンセミナー①  
GEヘルスケア・ジャパン KK事業部長   神田 宗宏 様 
                             座長 石田 智広（福井）   
  
13：20～14：10 学術研究発表①     座長 八町 淳（CT分科会 長野）  
① 冠動脈 CTAにおける造影効果に影響する要因の検討 
                          大阪赤十字病院   加賀 久喜 
② 「死亡時画像検査」所見からの撮影条件の検討 
                         大田原赤十字病院   中野 繁明 
③ OPE室 CTの年間使用実績とその有用性の検討 
                     名古屋第一赤十字病院   山﨑 絵莉 
④ DPC 導入による CT検査採算性の検討 
           名古屋第二赤十字病院   日置 竹志 
 
14：20～15：10 学術研究発表②     座長 安彦 茂（MR分科会 仙台） 
⑤ ファントム実験による Gd造影後における、in-phase ・out-of-phaseでの脂肪評価の検証 
                         松山赤十字病院   松村 茂 
⑥ 頚動脈内膜剥離術（CEA）術前における非造影MR検査についての一考察 
                         大阪赤十字病院   高津 安男 
⑦ 四肢MRI検査におけるコイル選択と撮像条件設定の検討 
                      大田原赤十字病院   大谷津 崇 
⑧ 放射線技術課におけるインシデント事例の統計 
           和歌山医療センター    渡邊 真也 
 
15：20～15：50 国際活動        座長 久保田 利夫（前橋） 
① 海外救援活動報告 




日本赤十字社 和歌山医療センター   口井 信孝 
16：00～17：00 総会 
17：00～    ナイトセミナー 
            東芝メディカルシステムズ 
                     座長 清水 文孝（深谷） 
 
6月 11日（金） 
9：00～10：00 学術研究発表③      座長 川合 佳代（乳房画像分科会 深谷） 
⑨ STマンモグラフィガイド下生検装置におけるポジショニング，ターゲッティング習得の 
ための石灰化擬似ファントムの作成 
                     さいたま赤十字病院   北山 早苗 
⑩ 1 Shot Phantomにおける CNRの評価 
                      京都第二赤十字病院   楠 理恵 
⑪ マンモトームを使用したステレオガイド下バイオプシの技術的検討 
                       鳥取赤十字病院   上田 阿希 
⑫ ステレオガイド下マンモトーム装置導入の報告と検討 
                          福岡赤十字病院   桑野 さゆり 
⑬ 救急撮影における脊椎固定具が胸部画像に与える影響と画像評価 
                          秋田赤十字病院   三浦 直樹 
 
10：10～10：50 学術研究発表④     座長 口井 信孝（和歌山医療センター） 
⑭ EPID を用いた IGRTにおける位置照合精度の検討 
                         成田赤十字病院  大山 淳一 
⑮ コリメータ回転軸外線量評価点に対応したMU値検証プログラムの開発 
                                        神戸赤十字病院  西海 哲也 
⑯ スタッフ間の早期情報共有化に対する取り組み～電子カルテ端末（RIS端末）の有効利用～ 
                        福井赤十字病院     西川 由梨 
            
11：00～12：10 分科会報告        座長 浅妻 厚（神戸） 
①乳房検査の標準化について   MR分科会 岩見 守人（姫路） 
②検査説明用 DVD製作について  MR分科会 高津 安男（大阪） 









京都大学医学部附属病院 放射線技師長 東村 享治 様 






平成 22年度 日本赤十字放射線技師学術総会 
学 術 総 会 報 告 
総務部  辻 秀憲 
 
平成 22年 6月 10日（木）～11日（金）の 2日間、会員 109名（71施設）出席のもとに、東京国際
フォーラム G409号室にて第 1回学術総会が開催されました。今回は、本社が工事の関係で、東京国際
フォーラムで開催。 

















    楠 理恵氏（京都第二赤十字病院） 
優秀発表賞 




     和歌山医療センター 川村 佳生氏、口井 信孝氏 
 





日本赤十字放射線技師会 会長 益井 謙 
 
























































1,平成 23年度 全国赤十字放射線技師学術総会（23.6.7～8）は、開催中止する。 
2,学術発表は、日赤医学総会（23.10.20～21）に登録の移籍を依頼するか、又は JRCART の HP 上で
web発表を奨励する。 






















期   間  平成 24年 5月 31日（木）～6月 1日（金） 
会   場  東京国際フォーラム ホール D5 
日 本 赤 十 字 放 射 線 技 師 会 
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9:40～9:40 開会式 開会宣言      日本赤十字放射線技師会会長 
 
9:40～10:20 本社講演      座長 日本赤十字放射線技師会 会長 清水 文孝（深谷赤十字） 
   「赤十字病院の現状と課題」 
医療事業部次長  飯嶋 喜史 様 
 
10:30～11:30 特別講演               座長 副会長 久保田 利夫（前橋赤十字） 
   「東日本大震災における石巻赤十字病院の対応」 
石巻赤十字病院 第 1放射線技術課長 及川 順一 先生 
 
11:50～12:40 ランチョンセミナー①              座長 加賀 久喜（大阪赤十字） 
   「ZIOSTATIONの最新技術紹介」 
 
13:00～14:00 災害医療分科会活動報告        座長 副会長 久保田 利夫（前橋赤十字） 
1.医療機器支援活動報告         駒井 一洋 （名古屋第二赤十字病院） 
2.放射線被ばく医療支援活動報告１    坂井 征一郎（唐津赤十字病院） 
3.放射線被ばく医療支援活動報告２    森 幹司  （日本赤十字社 長崎原爆病院） 
4.災害医療アンケート報告        坂井 征一郎（唐津赤十字病院） 
 
14:10～14:50学術研究発表①                  座長 宇田 暢樹（小川赤十字） 
1.手指の撮像における自作 Sat Patの検討 
松山赤十字病院  高橋 奈津樹 
2.静音化技術が SE撮像へ及ぼす影響の基礎的検討 
名古屋第一赤十字病院  村井 康史 
3.手術中MRI導入時の安全確保についての取り組み 
伊勢赤十字病院  谷貞 和明 
4.安全な検査をおこなうために－3.0テスラMRI－ 




16:10～17:00 イブニングセミナー             座長 副会長 辻 秀憲（京都第二） 
    「医用モニタの品質管理と最新技術」 
株式会社ナナオ 品質保証部 技術管理課 医療規格グループ 橋本 憲幸 先生 
17:30～   情報交換会 7Fラウンジ 
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【6月 1日（金）】 
9:00～9:30 学術研究発表②                   座長 加藤 秀之（松江赤十字） 
5.画像データ外部保管サービスの導入 
  深谷赤十字病院  富田 欣治 
6.CT検査予約の現状と今後への対策 
  和歌山医療センター  川嶋 宏樹 
7.MRI検査業務内容の見直しをおこなって（1.0Tから 1.5T、3.0Tへ） 
足利赤十字病院  中室 智之 
9:40～10:20 学術研究発表③                  座長 細川 博明（松山赤十字） 
8.X線防護衣の QC 
武蔵野赤十字病院  藤岡 由紀 
9.体検出器を用いた X線アナライザによる品質管理の有用性について 
神戸赤十字病院  野山 恭旦 
10.診断用 CTを用いた肝機能測定ソフトの検討 
伊勢赤十字病院  森嶋 毅行 
11.治療台回転精度の検証 
広島赤十字・原爆病院  渡邊 良彦 
 
10:40～11:30 分科会報告                  座長 竹安 直行（医療センター） 
1.分科会                          河本 勲則（京都第二赤十字病院） 




12:10～13:10 ランチョンセミナー②               座長 安彦 茂（仙台赤十字） 
    「シーメンスのMR最新技術」 
シーメンスジャパン（株）MRビジネスマネージメント部  諸井 貴 先生 
 
13:30～15:00 教育講演 
    「チーム医療におけるノンテクニカルスキルの重要性」 
大阪大学医学部付属病院 中央クオリティマネジメント部 部長・病院教授 
中島 和江 先生 
 









日 時   平成 16年 6月 23日（水）午後 3時 40分より 
会 場      日本赤十字社 本社 201会議室 
 
 総 会 次 第 
開会の辞 
会長挨拶 
表  彰 
来賓挨拶 
議長選出 
議  事 
  1・平成 15年度 会務報告 
  2・平成 15年度 事業報告 
  3・平成 15年度 決算報告 
  4・平成 15年度 監査報告 
  5・平成 16年度 事業計画案 
  6・平成 16年度 予算案 






10年間の歩み     日本赤十字社診療放射線技師会 電子会誌第 5号 創立 60周年記念号
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平成 15年度 会務報告 
１．会員数 
    前年度会員数          1,086名 
    新入会員数             50名 
    退会会員数             37名 
    現在会員数           1,099名 
２．会議ならびに事業 
 平成 15年度全国赤十字病（産）院 
 診療放射線技師業務研修会開催    平成 15年 6月 3日～4日  日本赤十字社 201会議室 
 第 50回定期総会開催         平成 15年 6月 3日     日本赤十字社 201会議室 
 平成 15年度監査(会計,会務)           平成 16年 4月 22日    日本赤十字社 202会議室 
 平成 15年度理事会開催        平成 16年 4月 22日    日本赤十字社 202会議室 
 常任理事会 第 1回         平成 15年 4月 22日  日本赤十字社医療センター内会議室 
       第 2回         平成 15年 7月 26日    日本赤十字社 202会議室 
       第 3回         平成 15年 10月 3日    日本赤十字社 202会議室 
       第 4回         平成 16年 3月 12日    日本赤十字社 202会議室 
 表彰委員会             平成 15年 10月 3日    常任理事会開催時推薦事項確認 
                   平成 16年 3月 31日    推薦締め切り 
                   平成 16年 4月 22日    理事会開催時表彰者決定 
 学術部               中村副会長を中心に山縣理事による学術活動 
 広報部               松尾副会長を中心に岩井理事による会誌編集活動 
                   平成 16年 2月 1日     会誌発行(vol.45) 
 企画部               松尾副会長を中心に小川理事によるアンケート分析報告 
                   日本赤十字放射線技師会のホームページ開設に向けて 
 組織調査部             森副会長を中心に川上理事による会員台帳調査活動 
 財務部               森副会長を中心に長永理事による会費徴収と財務管理 
 総務部               星野会長を中心に松山理事による会議運営と議事録作成 
 事務局               星野会長を中心に中里理事による会務事務処理 
 日赤放技ニュース発行         平成 15年 8月 20日    No.1日赤放技ニュース発行  
                   平成 15年 12月 15日    No.2日赤放技ニュース発行 
                                      平成 16年 3月 19日    No.3日赤放技ニュース発行 
慶事(祝電)                            平成 16年 12月 8日   横山 幸夫様(名誉会員)瑞宝双光章  
受賞祝賀会 
                                      他 2通 
 ブロック活動報告 
 第 13回北海道ブロック学術研修会  平成 15年 9月 27日～28日   当番病院 伊達赤十字病院 
 第 4回九州ブロック学術研修会   平成 15年 10月 4日～5日    当番病院  長崎原爆病院 
 第 16回東部ブロック学術研修会   平成 15年 11月 29日～30日   当番病院 長岡赤十字病院 
 第 12回近畿ブロック学術研修会   平成 16年 2月 21日～22日    当番病院 京都第赤十字病院  
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各部事業報告 









 会員 1,109部、名誉会員 7部、施設長 92部、日赤本社医療事業部 6部、関係諸団体 2部 
 原稿依頼者 2部、広告掲載業者 15部、その他 10部 (配布部数 1,243部、印刷部数 1,300部) 









                                                                                       以上 
 
【学術部】 山縣 徳治（水戸赤十字病院） 
(1)平成 15年度全国赤十字病(産)院診療放射線技師業務研修会・50周年記念大会において以下の様に行い
ました。 
1・創立 50周年記念講演 『四年制大学の診療放射線技師教育について』 
  駒澤大学医療健康科学学部教授  山本 裕右先生 
2・学術講演 『ヒューマンファクター工学からみた医療システムの安全性』 
   東京電力株式会社 技術開発研究所主管研究員  河野 龍太郎先生 
   教育公演 『グレートジャーニー 地球を這って考えたこと』 
    武蔵野美術大学教授・医師探検家  関野 吉春先生 
3・創立 50周年記念シンポジウム 
     『アナログからデジタルへ～マンモグラフィーの現状と将来』 
     座長：名古屋第 2赤十字病院  新美 孝永 
   シンポジスト：福井赤十字病院  西郡 克寛氏    小川赤十字病院  田中 達也氏 
          益田赤十字病院  栗山 靖之氏    伊達赤十字病院  千葉 真貴子氏 






   奨励賞に値するとして 5施設を表彰委員会に推薦しました。 
(3) 長期活動テーマ 
    「CRでの小児科・産婦人科系の撮影条件の最適化」としてパラメータと撮影条件の調査を行った。 
しかし、認識不足のため一社に偏った調査方式となり、他の二社ユーザーの施設にはご不快思い 
をさせてしまい、お詫び申し上げます。また、全施設から回答が得られなかった点とお聞きした 
点と別回答をした施設があったため、以上の三点については来年度、再調査いたします。        
   
メーリングリスト 






     以上 
 




     放射線部門業務体制の多様化への課題 
     学士資格取得者の待遇改善推進 
     各施設開催委員会等への放射線部責任者の積極的な参加推進 






【組織調査部】 川上 直志（横浜赤十字病院） 
 会員台帳の整備を目的に調査しました。広報、財務、事務局と連絡を取り合って調査をし、年度ごと
に 1枚のフロッピーで保管、管理をしました。 




【表彰委員会】 並木 荘一（成田赤十字病院） 
 会員及びブロック理事、各施設技師(課)長を通じて幅広く調査し、表彰規定に基好き表彰者の推薦を
いただきました。 
 4月 22日の理事会で、本年度表彰対象者を下記のとおり決定いたしました。 
1・功労賞 (第 2条の 1) 
             荒川 洋  (水戸赤十字病院)     長谷川 隆雄 (松山赤十字病院)       
               田村 悟郎 (長岡赤十字病院)                  敬称略 順不同 
         
2・奨励賞 (第 2条の 2) 
      ［個人］ 小林 篤 (山田赤十字病院) 
      ［施設］ 長浜赤十字病院 放射線科部                 敬称略 
3・感謝状 (第 2条の 3) 
 ［個人］ 口井 信孝 (和歌山医療センター)                              敬称略 
   ［施設］ 該当施設なし 
 
一般会計決算報告書 
科        目 15年度予算額 15年度決算額 増  減 備          考 科        目 15年度予算額15年度決算額 増  減 備          考
会費 3,258,000 3,264,000 6,000 3,000円×1,088名総会研修会費 500,000 412,425 △ 87,575 総会研修会運営費
過年度会費 63,000 36,000 △27,000 3,000円×12名 会議費 1,500,000 1,211,195 △ 288,805 常任理事会・理事会費
入会金 20,000 50,000 30,000 1,000円×50名 役員活動費 119,000 115,500 △ 3,500 3,500×33名
雑収入 1,000 0 △1,000 ブロック活動費 350,000 200,000 △ 150,000 50000×４ブロック
前年度繰越金 1,112,573 1,112,573 0 表彰費 150,000 119,438 △ 30,562 賞状副賞・活動費
学術部費 200,000 22,640 △ 177,360 活動費
財務部費 50,000 36,116 △ 13,884 活動費
組織調査部費 50,000 15,200 △ 34,800 活動費
広報部費 50,000 48,520 △ 1,480 活動費
企画部費 100,000 45,200 △ 54,800 活動費
会誌発行費 500,000 500,000 0 会誌特別会計へ繰出し
事務局費 400,000 315,399 △ 84,601 活動費
慶弔費 30,000 1,050 △ 28,950 祝電その他
基金積立金 30,000 30,000 0 特別積み立て基金へ繰出し
予備費 425,573 0 △ 425,573










































































平成 16年 4月 22日（木）午前 10時より、日本赤十字本社内において、日本
赤十字放射線技師会会則第 3章第 15条に基づき、 
    1・平成 15年度特別積立金 
    2・平成 15年度会誌特別会計 
    3・平成 15年度業務研修会決算 
    4・平成 15年度一般会計決算 





平成 16年 4月 22日 
            監事  鈴木 利男 (印) 
















(5)会誌発行は平成 17年 2月を目処に作成します。    
                                                                                     以上 
 








協力をお願いします。   
     以上 
 
【企画部】 小川 正（大津赤十字病院） 












【表彰委員会】 並木 荘一（成田赤十字病院） 
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 表彰対象者の方は本会の名誉であり、また本会の活動のアピールともなります。本年度も表彰規定に
該当する方を会員各位のご協力をいただき漏れなく調査いたします。             以上 
科        目 15年度予算額 16年度決算額 増  減 備          考 科        目 15年度予算額 16年度決算額 増  減 備          考
会費 3,258,000 3,357,000 99,000 3,000円×1,119名 総会研修会費 500,000 500,000 0 総会研修会運営費
過年度会費 63,000 60,000 △ 3,000 3,000円×20名 会議費 1,500,000 1,500,000 0 常任理事会・理事会費
入会金 20,000 20,000 0 1,000円×20名 役員活動費 119,000 119,000 0 3,500×34名
雑収入 1,000 196,950 195,950 ５０周年記念事業残金 ブロック活動費 350,000 350,000 0 50000×４ブロック
前年度繰越金 1,112,573 1,389,890 277,317 表彰費 150,000 200,000 50,000 賞状副賞・活動費
学術部費 200,000 200,000 0 活動費
財務部費 50,000 50,000 0 活動費
組織調査部費 50,000 50,000 0 活動費
広報部費 50,000 50,000 0 活動費
企画部費 100,000 200,000 100,000 活動費
会誌発行費 500,000 700,000 200,000 会誌特別会計へ繰出し
事務局費 400,000 400,000 0 活動費
慶弔費 30,000 30,000 0 祝電その他
基金積立金 30,000 50,000 20,000 特別積立基金へ繰出し
予備費 425,573 624,840 199,267
合　　　　計 4,454,573 5,023,840 569,267 合　　　　計 4,454,573 5,023,840 569,267
















日 時   平成 17年 6月 14日（火）午後 18時 45分より 
会 場      日本赤十字社 本社 201会議室 
 
 総 会 次 第 
開会の辞 
会長挨拶 
表  彰 
議長選出 
議  事 
 
  1・平成 16年度 会務報告 
  2・平成 16年度 事業報告 
  3・平成 16年度 決算報告 
  4・平成 16年度 監査報告 
  5・平成 17年度 事業計画案 
  6・平成 17年度 予算案 






















   
１． 会員の職業倫理の高揚に関する事業 
  本社医療事業部との話し合いの場を持ち、放射線技師が関与した医療訴訟、国際救   
  援、職制等について話し合いました。 
  日光東照宮の 青山隆生 禰宜を講師に招き教養の向上に努めました。 
   
２． 学術講演ならびに研究発表会に関する事業。 
   全国赤十字病（産）院診療放射線技師業務研修会を平成 16年 6月 23日・24日 














   ブロック研修会は 4ブロックで開催しました。 




【広報部】 岩井 計成 （日本赤十字社 和歌山医療センター） 
（１）会誌発行について 






  会員 1.133部、 名誉会員 8部、 施設長 92部、 日赤本社医療事業部 6部、 
  関係諸団体 2部、 原稿依頼者 5部、 広告掲載業者 14部、 その他 11部 
（配布部数 1,271部、 印刷部数 1,300部） 
  その他は、広告未掲載会社（会誌を見て再検討していただくため）に配布しました。 
（３）会誌内容 










     
以上 
【学術部】 山縣 徳治 （水戸赤十字病院） 
（１） 学術部技術報告集（1988～2002）を新美孝永氏・真野晃浩氏・日置竹志氏・中村覈郎氏（名 
古屋第二赤十字病院）が編集され、各施設へ配布していただきました。 
（２） 平成 16年度全国赤十字病（産）院診療放射線技師業務研修会において以下の様に行いました。 
  1・教育講演 『世界遺産に登録された日光東照宮』 
     日光東照宮 禰宜  青山 隆生 先生 
    学術講演 『医療と放射線防護』 
     放射線医学総合研究所 医学物理部  赤羽 恵一 先生 














【企画部】 小川 正 （大津赤十字病院） 
 今年度は昨年行った日赤医療施設へのアンケート調査をふまえ同じ厚生労働省管轄の全国組織     
である国立病院機構医療施設へのアンケート調査を行い集約をレポートとしてまとめ理事会にて     







HTTP  ：www．jrcart．jp 
Mail Address：info@jrcart．Jp 
                                                                     以上 
 
【組織調査部】 川上 直志 （横浜市立みなと赤十字病院） 





【表彰委員会】 並木 荘一 （成田赤十字病院） 
（１） データベースにより表彰委員会にて確認した奨励賞の推薦者について各個人、施設について表 
彰委員にて確認を行いました。 
（２） 平成 17年 1月に全国の日赤病院の放射線科部の技師長・課長宛と、取りまとめをお願いする 
日赤技師会ブロック理事・委員宛に郵送した表彰の推薦書の返信を確認してまとめました。 
   4月 22日の理事会で、本年度の表彰対象者を下記のとおり決定しました。 
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功労賞（第 2条の 1） 
増田 淑雅（名古屋第一赤十字病院）        服部 昭 （長浜赤十字病院） 
中村 裕貴（成田赤十字病院）       山本 祐司（大津赤十字病院） 
石井 出一（石巻赤十字病院）       大関 魁造（長岡赤十字病院） 
藤原 信行（大分赤十字病院）                     敬称略 順不同 
 
奨励賞（第 2条の 2） 
[個人]有賀 英司（名古屋第二赤十字病院）     西村 英明（福井赤十字病院） 
[施設]福井赤十字病院 放射線科部                      敬称略 順不同 
 感謝状（第 2条の 3） 
   個人、施設とも該当者なし 






　　　科目 １６年度予算額１６年度決算額 　　増減 　　　　　　　備考 　　　　科目 １６年度予算額１６年度決算額 　　増減 　　　　　　　備考
会費 3,357,000 3,375,000 18,000 3,000×1125名 総会費 500,000 150,170 △349,830 総会運営費
過年度会費 81,000 81,000 0 14年度分-9名、H15年度分-18名会議費 1,500,000 1,099,246 △400,754 常任理事会・理事会費
入会金 20,000 42,000 22,000 1,000×42名 役員活動費 119,000 112,000 △7,000 3,500×32名
雑収入 196,950 292,086 95,136 0周年記念事業残金、研修会残金等ブロック活動費 350,000 200,000 △150,000 50,000×4ブロック
前年度繰越金 1,389,890 1,389,890 0 表彰費 200,000 75,070 △124,930 賞状副賞・活動費
学術部費 200,000 117,395 △82,605 活動費
財務部費 50,000 43,095 △6,905 活動費
組織調査部費 50,000 15,300 △34,700 活動費
広報部費 50,000 49,490 △510 活動費
企画部費 200,000 112,564 △87,436 活動費
会誌発行費 700,000 700,000 0 会費特別会計へ繰出し
事務局費 400,000 316,201 △83,799 活動費
慶弔費 30,000 2,700 △27,300 祝電その他
基金積立費 50,000 50,000 0 特別積み立て基金へ繰り出し
予備費 645,840 0 △645,840







科 目 金 額 備 考 科 目 金 額 備 考
前年度繰越金 ¥910,374 会誌印刷･郵送費 ¥850,500 印刷、発送費
利息収入 ¥5 銀行振込 通信費 ¥36,480 切手、はがき代・送料
会誌(46号)広告料 ¥680,000 5万円×12社・8万円×1社 事務消耗費 ¥6,691 事務用品代



















科　目 金　額 備　考 科　目 金　額 備　考














【広報部】 岩井 計成 （日本赤十字社 和歌山医療センター） 
（１）昨年同様グローバルな見解に耳を傾けられるよう多方面からの方々に原稿を依頼するとともに、
私達診療放射線技師の職務に関連した内容を取り上げ、それについて各方面の方々からの意見
を頂戴したいと考えています。   
（２）研修会や学術発表等、会としての方向性がわかるような会誌作りを行います。           
（３）各委員会やブロックからの情報、各部からの報告等を十分考慮し掲載します。   
（４）会員間の情報提供の場として、活用してもらえるよう考慮します。 
（５）会誌発行は平成 18年 2月を目処に作成します。 
                                           以上 
 




・会員の研究発表及び会誌投稿の機会を与えます。    
・会員の学術表彰を受けられる機会を与えます。 
（２） メーリングリストへの参加を促進し、活発な意見・情報の交換の場としていきます。 
   会員の皆様のご協力をお願いいたします。 
以上 
 
【企画部】 小川 正 （大津赤十字病院） 
     企画部が立ち上がり早 4年となります。今まで行った 3回のアンケート調査をもとに赤十字医療施 
    設の現状把握、また組織編成を行った国立病院機構医療施設との比較検討課題を再検討し、当会活動 
    に取り入れていけるよう企画検討致します。 
     また昨年度開設したホームページの活用法を検討し、会員各位に有効利用して頂けるよう企画する 
とともに、一般市民への啓蒙情報も掲載していく予定です。会員からの投稿も歓迎します。 
                                                                 以上 
 
【組織調査部】 川上 直志 （横浜市立みなと赤十字病院） 
    平成 17年度も継続して会員台帳を充実させていきます。 
    会員の皆様のご協力をお願いします。 
以上 
 
【表彰委員会】 並木 荘一 （成田赤十字病院） 
    表彰に該当する会員の情報をできるだけ表彰委員に伝えやすいやり方を考えております。具体的に     
    は、今後検討していきたいと考えております。 





　　　科目 １６年度予算額 １７年度予算案 　　増減 　　　　　　　備考 　　　　科目 １６年度予算額 １７年度予算案 　　増減 　　　　　　　備考
会費 3,357,000 3,447,000 90,000 3,000×1149名 総会費 500,000 650,000 150,000 総会運営費
過年度会費 81,000 12,000 △69,000 3000×4名 会議費 1,500,000 1,500,000 0 常任理事会・理事会費
入会金 20,000 20,000 0 1,000×20名 役員活動費 119,000 119,000 0 3,500×34名
雑収入 196,950 20,000 △176,950 ブロック活動費 350,000 350,000 0 50,000×7ブロック
前年度繰越金 1,389,890 2,136,745 746,855 表彰費 200,000 200,000 0 賞状副賞・活動費
学術部費 200,000 200,000 0 活動費
財務部費 50,000 100,000 50,000 活動費
組織調査部費 50,000 50,000 0 活動費
広報部費 50,000 100,000 50,000 活動費
企画部費 200,000 200,000 0 活動費
会誌発行費 700,000 700,000 0 会誌特別会計へ繰出し
事務局費 400,000 500,000 100,000 活動費
慶弔費 30,000 30,000 0 祝電その他
基金積立費 50,000 250,000 200,000 特別積立基金へ繰出し
予備費 645,840 686,745 40,905
合計 5,044,840 5,635,745 590,905 合計 5,044,840 5,635,745 590,905
















日 時   平成 18年 6月 8日（木）午後 0時 00分より 
会 場      日本赤十字社 本社 201会議室 
 
 総 会 次 第 
開会の辞 
会長挨拶 
表  彰 
議長選出 
議  事 
 
  1・平成 17年度 会務報告 
  2・平成 17年度 事業報告 
  3・平成 17年度 決算報告 
  4・平成 17年度 監査報告 
  5・平成 18年度 事業計画案 
  6・平成 18年度 予算案 







平成 17年度 会務報告 
１．会員数 （平成 18年 3月 31日付け） 
    前年度会員数           1,129 名 
    新入会員数              45 名 
    退会会員数              24 名 
    現在会員数            1,150 名 
２．会議ならびに事業 
 平成 17年度全国赤十字病（産）院 
 診療放射線技師業務研修会開催    平成 17年 6月 14日～15日  日本赤十字社 201会議室 
 第 52回定期総会開催         平成 17年 6月 14日     日本赤十字社 201会議室 
 平成 17年度監査(会計,会務)           平成 18年 4月 28日    日本赤十字社 202会議室 
 平成 17年度理事会開催        平成 18年 4月 28日    日本赤十字社 202会議室 
 常任理事会 第 1回         平成 17年 4月 22日    日本赤十字社 202会議室 
       第 2回         平成 17年 7月 29日    日本赤十字社 403会議室 
       第 3回         平成 17年 10月 28日    日本赤十字社 403会議室 
       第 4回         平成 18年 2月 17日    日本赤十字社 403会議室 
 表彰委員会             平成 17年 10月 28日    常任理事会開催時推薦事項確認 
                   平成 18年 3月 31日    推薦締め切り 
                   平成 18年 4月 28日    理事会開催時表彰者決定 
 学術部               中里副会長を中心に久保田理事による学術活動 
 広報部               黒田副会長を中心に益井理事による会誌編集活動 
                   平成 18年 3月 1日 会誌発行(vol.47) 
 企画部               黒田副会長を中心に武田理事によるホームページ情報提供 
                   日本赤十字放射線技師会のホームページの更新 
 組織調査部             松山会長を中心に川上理事による会員台帳調査活動 
 財務部               松山会長を中心に並木理事による会費徴収と財務管理 
 総務部               中里副会長を中心に山縣理事による会議運営と議事録作成 
 事務局               松山会長を中心に中里副会長による会務事務処理 
  日赤放技ニュース発行       平成 17年 8月 26日    No.1日赤放技ニュース発行  
                   平成 17年 12月 6日     No.2日赤放技ニュース発行 
                                      平成 18年 3月 22日    No.3日赤放技ニュース発行 
 ブロック活動報告 
 第 15回北海道ブロック学術研修会  平成 17年 9月 10日～11日   当番病院 北見赤十字病院 
 第 6回九州ブロック学術研修会   平成 17年 10月 22日～23日  当番病院  日赤熊本健管センター 
 第 18回東部ブロック学術研修会   平成 17年 11月 12日～13日  当番病院 芳賀赤十字病院 







日 時   平成 19年 7月 5日（木）午後 4時 00分より 
会 場      日本赤十字社 本社 101会議室 
 
 
 総 会 次 第 
開会の辞 
会長挨拶 
表  彰 
議長選出 
議  事 
  
   1・平成 18年度 会務報告 
  2・平成 18年度 事業報告 
  3・平成 18年度 決算報告 
  4・平成 18年度 監査報告 
  5・平成 19年度 事業計画案 
  6・平成 19年度 予算案 








平成 18年度 各部事業報告 
【広報部】 益井 謙 （松江赤十字病院） 
（１）会誌発行について 
    平成 19年 3月技師会誌を発行。 
（２）会誌配布先 
    以下のとおり配布。 
    総部数 1500部 
    会員 1199部、名誉会員 9部、施設長 95部、日赤医療事業部 5部 
    日赤医療事業部長 1部、国立国会図書館 1部、日放技会長 1部 
    原稿依頼者（会員外）7部、広告依頼社 19部、その他 163部（会長、各部） 
（３）会誌内容 
    理事会の決議を元に、レイアウト・会員名簿の変更・特集の印刷を行う。 
（４）会誌編集会議 
    スケジュールに従って、随時開催。 
（５）会誌発行に関する経費は、会計決算報告として財務に提出済み。 
 
【学術部】 久保田 利夫 （前橋赤十字病院） 
（１）平成 18年度全国赤十字病（産）院診療放射線技師業務研修会において以下の様に行いました。 
１．教育講演 『1冊の本との出会い』 
      イラストレーター 藤岡 牧夫 先生 
  学術講演 『診療放射線領域におけるリスク・マネージメント』 
      群馬県立県民健康科学大学診療放射線学部 助教授 倉石 政彦 先生 
２．シンポジウム 『災害医療』 
     座    長 日本赤十字社医療センター 鈴木 利男   
     シンポジスト 長岡赤十字病院      捧 和夫    
            成田赤十字病院      安部 沙優花  























【組織調査部】 川上 直志 （横浜市立みなと赤十字病院） 




【表彰委員会】 川上 直志 （横浜市立みなと赤十字病院） 
平成 18年 12月に全国の赤十字病院の放射線科部技師長・課長宛と、取りまとめをお願いする技師会
ブロック理事・委員宛に郵送した表彰の推薦書の返信を確認してまとめました。 
平成 19年 5月 11日の全国理事会で、表彰対象者を下記のとおり決定しました。 
         
        表彰受賞者 
      功労賞 （第 2条の 1） 
      花田 和夫氏 （仙台赤十字病院）    平成 19年 3月退職 
      小田切 楠夫氏（日赤医療センター）   平成 19年 3月退職 
      神村 良雄氏 （成田赤十字病院）    平成 19年 3月退職 
      玉田 一氏  （成田赤十字病院）    平成 18年 12月退職 
      多賀 昭雄氏 （岐阜赤十字病院）    平成 19年 3月退職 
      永田 三千男氏（大阪赤十字病院）    平成 19年 3月退職 
       
      奨励賞 （第 2条の 2） 
      個人 





                           順不同 
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平成 18年度 会務報告 
１．会員数 （平成 19年 3月 31日付） 
    前年度会員数           1149 名 
    新入会員数             77 名 
    退会会員数             10 名 
    現在会員数            1186 名 
２．会議ならびに事業 
 平成 18年度全国赤十字病（産）院 
 診療放射線技師業務研修会開催    平成 18年 6月８日～９日   日本赤十字社 101会議室 
 第 53回定期総会開催         平成 18年 6月 8日      日本赤十字社 101会議室 
 平成 18年度監査(会計,会務)           平成 19年 5月 11日    日本赤十字社 403会議室 
 平成 18年度理事会開催        平成 19年 5月 11日    日本赤十字社 403会議室 
 常任理事会 第 1回         平成 18年 4月 28日    日本赤十字社 202会議室 
       第 2回         平成 18年 8月 4日     日本赤十字社 403会議室 
       第 3回         平成 18年 12月 1日     日本赤十字社 403会議室 
       第 4回         平成 19年 2月 9日     日本赤十字社 403会議室 
 表彰委員会             平成 18年 12月 1日     常任理事会開催時推薦事項確認 
                   平成 19年 3月 31日    推薦締め切り 
                   平成 19年 5月 11日    理事会開催時表彰者決定 
 学術部               中里副会長を中心に久保田理事による学術活動 
 広報部               黒田副会長を中心に益井理事による会誌編集活動 
                   平成 19年 3月 1日 会誌発行(vol.48) 
 企画部               黒田副会長を中心に武田理事によるホームページ情報提供 
                   日本赤十字放射線技師会のホームページの更新 
 組織調査部             松山会長を中心に川上理事による会員台帳調査活動 
 財務部               松山会長を中心に並木理事による会費徴収と財務管理 
 総務部               中里副会長を中心に山縣理事による会議運営と議事録作成 
 事務局               松山会長を中心に中里副会長による会務事務処理 
  日赤放技ニュース発行       平成 18年 7月 25日    No.1日赤放技ニュース発行  
                   平成 18年 12月 18日    No.2日赤放技ニュース発行 
                                      平成 19年 3月 16日    No.3日赤放技ニュース発行 
 ブロック活動報告 
  第 16回北海道ブロック学術研修会  平成 18年 9月 23日～24日   当番病院 北見赤十字病院 
  第 7回九州ブロック学術研修会   平成 18年 9月 30日～10月１日 当番病院  鹿児島,筑前山田 
                                             唐津赤十字病院 
  第 19回東部ブロック学術研修会   平成 18年 11月 11日～12日  当番病院 原町赤十字病院 
  第 15回近畿ブロック学術研修会   平成 19年 2月 24日～25日   当番病院 大阪赤十字病院 
                                       日赤大阪府支部  
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収　　　入　　　の　　　部 支　　　　出　　　　の　　　　部
　　　科目 １8年度予算額 18年度決算額 　　増減 　　　　　　　備考 　　　　科目 1８年度予算額 1８年度決算額 　　増減 　　　　　　　備考
会費 3,462,000 3,597,000 135,000 3,000×1199名 総会費 650,000 139,776 △510,224 総会運営費
入会金 20,000 77,000 57,000 1,000×77名 会議費 1,500,000 895,237 △604,763 常任理事会・理事会費
雑収入 20,000 11,262 △8,738 役員活動費 119,000 105,000 △14,000 3,500×34名
業務研修会費 880,000 832,000 △48,000 ブロック活動費 700,000 400,000 △300,000 100,000×7ブロック
会誌広告収入 700,000 421,102    △278,898 表彰費 200,000 87,870 △112,130 賞状副賞・活動費
前年度繰越金 4,011,347 4,011,347 0 学術部費 200,000 36,305 △163,695 活動費
財務部費 100,000 39,762 △60,238 活動費
組織調査部費 50,000 15,200 △34,800 活動費
広報部費 200,000 195,940 △4,060 活動費
企画部費 200,000 60,834 △139,166 活動費
事務局費 500,000 262,796 △237,204 活動費・慶弔費
業務研修会開催費 880,000 913,950 33,950
会誌発行費 1,400,000 1,090,799 △309,201 会誌発行費
基金積立費 50,000 50,000 0 特別積み立て基金へ繰り出し
予備費 2,344,347 0 △2,344,347
合計 9,093,347 8,949,711 △143,636 合計 9,093,347 4,293,469 △4,799,878
























平成 19年 5月 11日（金）午前 10時より、日本赤十字本社内において、日本
赤十字放射線技師会会則第 3章第 15条に基づき、 
    1・平成 18年度特別積立金 
    2・平成 18年度会誌特別会計 
    3・平成 18年度業務研修会決算 
    4・平成 18年度一般会計決算 





平成 19年 5月 11日 
            監事  鈴木 利男   印 

















   理事会時本社医療事業部との話し合いを機会あるごとに設定し、最新の情報を会員にすみやか
に提供ができるようにします。日本赤十字社医学会総会への積極的な参加を引き続き推進しま
す。      
２．学術講演ならびに研究発表会に関する事業 
   全国赤十字病（産）院診療放射線技師業務研修会を開催し本社講演、学術、教育講演、研究発
表を基本とし、会員の向上を目指します。 
３．放射線安全管理の徹底及び被曝軽減の促進に関する事業 
   安全な放射線管理及び、リスクマネージメントの実践を推進いたします。 
４．会誌、日赤放技ニュース、その他印刷物の発行事業 
会誌は年 1回、日赤技放ニュースは年 3回、その他必要に応じて印刷物を発行します。 
５．会員相互の福利厚生に関する事業 





平成 19年度 各部事業計画案 




発行は平成 20年 2月を目指します。 
 












【組織調査部】 川上 直志 （横浜市立みなと赤十字病院） 
 平成 19年度も継続して会員台帳を充実させていきます。 
 会員の皆様の御協力をお願い致します。 
 
【表彰委員会】 川上 直志 （横浜市立みなと赤十字病院） 
 
表彰に該当する会員の情報を出来るだけ表彰委員会に伝わりやすい方法を、今後検討していきたい。  
    
収　　　入　　　の　　　部 支　　　　出　　　　の　　　　部
　　　科目 １8年度予算額 １9年度予算案 　　増減 　　　　　　　備考 　　　　科目 1８年度予算額 19年度予算案 　　増減 　　　　　　　備考
会費 3,462,000 3,600,000 138,000 3,000×1200名 総会費 650,000 650,000 0 総会運営費
過年度会費 0 15,000 15,000 会議費 1,500,000 1,500,000 0 常任理事会・理事会費
入会金 20,000 20,000 0 1,000×20名 役員活動費 119,000 119,000 0 3,500×34名
雑収入 20,000 20,000 0 ブロック活動費 700,000 700,000 0 100,000×7ブロック
業務研修会費 880,000 880,000 0 　　   　8,000×110名 表彰費 200,000 200,000 0 賞状副賞・活動費
会誌広告収入 700,000 400,000   △300,000 会誌広告料 学術部費 200,000 150,000 △50,000 活動費
前年度繰越金 4,011,347 4,656,242 644,895 財務部費 100,000 100,000 0 活動費
組織調査部費 50,000 50,000 0 活動費
広報部費 200,000 300,000 100,000 活動費
企画部費 200,000 150,000 △50,000 活動費
事務局費 500,000 500,000 0 活動費・慶弔費
業務研修会費 880,000 880,000 0 8,000×110名
会誌発行費 1,400,000 1,400,000 0 会誌発行費
基金積立費 50,000 50,000 0 特別積み立て基金へ繰り出し
予備費 2,344,347 2,742,242 397,895
















日時 平成 20年 6月 2日（月） 午後 4時 00分より 
 










【第 1号議案】 平成 19年度事業経過報告 
【第 2号議案】 平成 19年度決算報告 
【第 3号議案】 平成 19年度監査報告 
【第 4号議案】 平成 20年度事業計画（案） 



















会長 益井 謙 











林  雅彦（松山赤十字病院） 
一瀬 弘之（日本赤十字社長崎原爆病院） 
 
2.奨励賞（第 2条の 2） 
【施設】山田赤十字病院（計 10回） 
 



































 平成 19年 7月 5日、6日業務研修会を行いました。（会員発表内容など詳細は HPで供覧） 
 
3.放射線安全管理の徹底及び被ばく軽減の促進に関する事業 























役職名 氏名 施設名 
会長 益井 謙 松江赤十字病院 
副会長 中里 明 足利赤十字病院 
副会長 黒田 順平 さいたま赤十字病院 
副会長 山縣 徳治 水戸赤十字病院 
常任理事（総務） 辻  秀憲 京都第二赤十字病院 
同（事務局） 磯田 康範 松江赤十字病院 
同（学術部） 久保田利夫 前橋赤十字病院 
同（学術部） 浅妻 厚 神戸赤十字病院 
同（財務部） 前川 栄寿 成田赤十字病院 
同（組織調査部） 石田 智広 福井赤十字病院 
同（企画部） 新美 孝永 名古屋第二赤十字病院 
同（広報部） 清水 文孝 深谷赤十字病院 
同（表彰委員会） 戸口 豊宏 大分赤十字病院 
ブロック理事（北海道） 川井 明彦 函館赤十字病院 
同（東北） 大隅 康之 秋田赤十字病院 
同（東部） 林  智 長岡赤十字病院 
同（中部） 福吉 正利 静岡赤十字病院 
同（近畿） 井澤 秀恭 和歌山医療センター 
同（中・四国） 佐藤 繁 岡山赤十字病院 
同（九州） 赤澤 武 熊本健康管理センター 
創立 55周年記念事業担当 
黒田順平（兼務） 山縣徳治（兼務） 中里明（兼務） 
役職名 氏名 施設名 
監事 松山 繁 長野赤十字上山田病院 
監事 鈴木 利男 日本赤十字社医療センター 
ブロック委員 
役職名 氏名 施設名 
北海道ブロック 相澤 幹也 北見赤十字病院 
東北ブロック 横山 高広 仙台赤十字病院 
東部ブロック 佐藤 法行 山梨赤十字病院 
々 星野 洋満 前橋赤十字病院 
中部ブロック 金子 彰 髙山赤十字病院 
々 月田 邦彦 名古屋第一赤十字病院 
々 福吉 正利 静岡赤十字病院 
近畿ブロック 森上 安一 高槻赤十字病院 
々 勝間 明 長浜赤十字病院 
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中・四国ブロック 西田 史生 松山赤十字病院 
々 真貝 勝 徳島赤十字病院 
九州ブロック 三谷 孝二 今津赤十字病院 
広報委員会委員 
役職名 氏名 施設名 
広報部長 清水 文孝 深谷赤十字病院 
事務局長 中山 進 々 
会計主査 飯島 秀信 々 
委員 川合 佳代 々 
々 斉藤 幸夫 々 
々 富田 欣治 々 
々 清水 邦明 々 
々 桐生 幸恵 々 
（2）会議開催状況 
ア．総会 
 平成 19年度定期総会を平成 19年 7月 5日（木）、本社 101会議室において会員 109名が出席（委任
状提出 1023名）して開催した。総会では平成 18年度事業報告および平成 18年度会計報告ならびに平








会  長   益井 謙 
副 会長   黒田 順平、中里 明、山縣 徳治 
常任理事   磯田 康範、辻 憲、久保田 利男、浅妻 厚、前川 栄寿、 
       石田 智広、新美 孝永、戸口 豊宏、清水 文孝 
ブロック理事 河相 明彦、大隅 康之、林 智、花岡 宏行、井澤 秀恭、 
       佐藤 繁、赤澤 武 
監  事   松山 繁、鈴木 利夫 
 
イ．理事会（全国）は下記の通り 1回開催し、重要案件について審議し決議した。 
 年 月 日 開催場所 




 年 月 日 開催場所 
1 平成 19年 8月 3日 本社 403会議室 
2 平成 19年 10月 11日 大分赤十字病院 
3 平成 19年 11月 30日 本社 203会議室 
4 平成 20年 1月 25日 本社 403会議室 
5 平成 20年 3月 14日 本社 403会議室 
6 平成 20年 4月 11日 本社 403会議室 
エ．その他 広報委員会開催状況（広報部） 
年 月 日 開催内容 
平成 19年 8月 8日 委員会開催：技師会ニュース第 1号発刊について 
平成 19年 8月 15日 々：技師会ニュース校正作業・入稿 
平成 19年 8月 27日 々：技師会ニュース発送準備・作業 
平成 19年 8月 28日 々：技師会ニュース発送持込 
平成 19年 9月 3日 々：会誌発刊について 
平成 19年 9月 7日  々：原稿依頼状発送作業 
平成 19年 9月 14日  々：広告依頼状発送作業 
平成 19年 11月 12日  々：技師会ニュース発刊第 2号について 
平成 19年 11月 14日  々：技師会ニュース校正作業 
平成 19年 11月 22日  々：技師会ニュース入稿 
平成 19年 12月 3日  々：技師会ニュース発送準備・作業 
平成 19年 12月 4日  々：技師会ニュース発送持込 
平成 20年 1月 4日  々：会誌編集会議開催、進捗状況について 
平成 20年 1月 10日  々：会誌校正作業 
平成 20年 1月 17日  々：会誌原稿初回入稿 
平成 20年 2月 16日～18日  々：校正作業 
平成 20年 2月 18日  々：会誌入稿 
平成 20年 2月 22日  々：会誌会長校正送付 
平成 20年 3月 3日  々：会誌印刷、製本作業 
平成 20年 3月 15日  々：技師会ニュース第 1号校正・入稿 
平成 20年 3月 27日～29日  々：会誌発送作業・準備、発送持込 
(3）表彰 
   叙勲（敬称略） 
   瑞宝双光賞 益戸達夫（名誉会員：元葛飾産院技師長、元日本赤十字放射線技師会会長） 
(4）物故者（敬称略） 








(5)会員の動向（平成 20年 3月 31日現在）（事務局） 
項目 会員数 
平成 18年度末   会員数 
平成 19年度  新入会者数 
同      再入会者数 
同       退会者数 
















































     NHK学園講師     山岸弘子 先生 
 2.学術講演『MDCT－4列から 64列までの使用経験』 






 1.CT分科会     代表世話人   長野赤十字病院    八町 淳 
              世話人   盛岡赤十字病院    藤村 貴順 
              世話人   京都第二赤十字病院  河本 勲則 
 2.MR分科会     代表世話人   大阪赤十字病院    高津 安男 
              世話人   仙台赤十字病院    安彦 茂 
              世話人    姫路赤十字病院    岩見 守人 
 3.乳房画像分科会   代表世話人   さいたま赤十字病院  尾形 智幸 
              世話人   芳賀赤十字病院    武藤 美子 
              世話人   深谷赤十字病院    川合 佳代 






 平成 20年度の応募演題について、計 9回、演題採否等について審議を実施しました。 
 研修会プログラム委員会開催日は次の通りです。 
 第 1回 平成 19年 11月 30日 
 第 2回 平成 20年 1月 25日 
 第 3回 平成 20年 2月 21日 
 第 4回 平成 20年 2月 25日 
 第 5回 平成 20年 2月 26日 
第 6回 平成 20年 2月 27日 
第 7回 平成 20年 3月 2日 
第 8回 平成 20年 3月 3日 





 平成 19年度広報部活動は、日赤放技ニュースの発行を第 1号から第 2号まで計 2回発行いたしま
した。会告、お知らせ、本会の動きなど多岐にわたった情報を会員に提供いたしました。 
また、これまでの技師会ニュースの作成を冊子形式といたしました。 





  1)日本赤十字放射線技師会会誌 2008. Vol.49を発行した。  
  2)日赤放技ニュース第 1号から第 2号まで計 2回発行した。  
  3)会誌の広告協賛会社は、29社であった。 
 
4.福利厚生報告（総務部・事務局） 
 慶弔規程に基づき、祝電 2名、弔電 1名について行った。 
 
5.企画部活動報告（企画部） 


























(2)平成 19 年 12 月に全国赤十字病院の放射線技師の「認定資格取得調査」を行った。本会員におけ
る認定資格の取得状況を把握し、現在の医療環境に求められる取得動向や、今後赤十字病院として
必要とされる認定技師資格取得の方向性判断資料としたい。 





 花田  和夫（はなだ かずお） 氏  東北ブロック  仙台赤十字病院 
 小田切 楠夫（おだぎり くすお）氏  東部ブロック  日本赤十字社 医療センター 
 神村  良雄（かみむら よしお）氏  東部ブロック  成田赤十字病院 
 玉田  一 （たまだ  はじめ）氏  東部ブロック  成田赤十字病院 
 多賀  昭雄（たが   あきお）氏  中部ブロック  岐阜赤十字病院 




  岩見  守人（いわみ もりひと）氏  近畿ブロック  姫路赤十字病院 
  学術発表が個人として 3回に達した為表彰しました。 
 
8.ブロック報告 
 第 17回北海道ブロック学術研修会 平成 19年 9月 29日～30日  北見赤十字病院担当 
 第 20回東部ブロック学術研修会  平成 19年 10月 27日～28日  山梨赤十字病院担当 
 第 8回九州ブロック学術研修会   平成 19年 11月 3日～4日   熊本赤十字病院担当 


















平成 20年 4月 11日（金）午前 10時より、日本赤十字本社内において、 



















平成 20年 4月 11日 
 
監事 鈴木 利夫  印 































  HPを充実させ、情報の窓口としての役割を果たせるよう推進します。 
  MLの登録を増やし、情報交換の場を充実させます。 
  ブロック研修会の開催運営を支援します。 
  
 4.会員の資格・学術向上に関する事業 
  分科会活動を通じ、資格や学術向上を支援します。 
 
 5.会誌・日赤放技ニュースに関する事業 



















  平成 20年度広報部活動は、日赤放技ニュースの発行を第 1号から第 3号まで計 3回発行いたしま
す。会告、お知らせ、本会の動き、分科会活動など多岐にわたった情報を会員に提供いたしたいと考
えております。 






 1)日本赤十字放射線技師会会誌 2009.Vol.50の発行 















   ・現行の HPは、閲覧型であるが全国 93施設に散在する会員の英知を集結し、赤十字病院の質の 
向上に貢献できるようにコンテンツマネージメントシステム(CMS)導入による参加型 HPに切り 
替える。 
 ・今年度は、学術部と事務局へ CMSを導入し、会の機能的運営を実施する。 
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  (3)理事会メーリングリスト（ML）の構築と機能的活用の推進 
  ・新たに理事会MLを構築し、理事同士の意見交換を積極的に行う。 
  ・理事会を円滑かつ機能的に実施し、次世代に適合した運営および本会の活動を企画する。 
 
5.組織調査活動案（組織調査部） 
  (1)平成 20年度も継続して、会員台帳を充実させていきます。平成 20年 4月調査の際は台帳内容 
の正確性を期するために技師長（課長）および会員の皆様のご協力をよろしくお願いします。 
  (2)平成 19年度のアンケート「認定資格取得調査」、「医療技術部動向調査」の結果報告について 
早期にホームページ等で公表いたします。 




 第 2条の１：功労賞 
 本会の発展に関し、功績が抜群である者または顕著な功績があった者 
  髙橋 和弘（タカハシ カズヒロ）氏  北海道ブロック  小清水赤十字病院 
  池田 英二（イケダ   エイジ）氏  北海道ブロック  伊達赤十字病院 
  草田 行雄（クサダ   イクオ）氏  中部ブロック   名古屋第二赤十字病院 
  中沢 正司（ナカザワ ショウジ）氏  中部ブロック   飯山赤十字病院 
  花岡 宏行（ハナオカ ヒロユキ）氏  中部ブロック   諏訪赤十字病院 
  駿田 耕一（スルタ  コウイチ）氏  近畿ブロック   京都第二赤十字病院 
  林  正彦（ハヤシ  マサヒコ）氏  中四国ブロック  松山赤十字病院 
  一瀬 弘之（イチノセ ヒロユキ）氏  九州ブロック   日本赤十字社長崎原爆病院 
 
 第 2条の 2：奨励賞 
 放射線技術学の研究奨励に値する者 
 施設（奨励賞） 
  山田赤十字病院  中部ブロック 
 第 2条の 3：感謝状 
 表彰該当者（感謝状） 













日   時   平成 21年 6月 8日（月）午後４時 00分より 
 
会   場   日本赤十字社 本社 201会議室 
 
総 会 次 第 
開会の辞 
会長挨拶 







            【第一号議案】 平成 20年度事業経過報告 
            【第二号議案】 平成 20年決算報告 
            【第三号議案】 平成 20年度監査報告 
            【第四号議案】 平成 21年度事業計画（案） 
            【第五号議案】 平成 21年度予算（案） 












表  彰 
会員各位 
日本赤十字放射線技師会 
会  長  益井  謙 
表彰委員長 戸口 豊宏 
 
日本赤十字放射線技師会表彰規定により、顕著な功績があったので表彰します。 
１．功労賞（第 2条の 1）第 2条の１ 功労賞 
片岡 幸子   高知赤十字病院  
 
室谷 正吾   富山赤十字病院  
 
西村 章三   石巻赤十字病院  
 
村山 正栄   長岡赤十字病院  
 
村田 稔    京都第二赤十字病院 
  
冨田 啓二   福井赤十字病院  
 
道下 博行   益田赤十字病院  
 
星野 憲司   釧路赤十字病院  
 
小田 秀人   函館赤十字病院 
 
関根 和正   深谷赤十字病院 
 
名倉 邦彦   引佐赤十字病院 
２． 奨励賞 （第 2条の 2） 
【施 設】松山赤十字病院  （計 10回） 
 
【個 人】加賀 久喜   大阪赤十字病院  
 
西関  剛   長浜赤十字病院  
岡本 繁    京都第二赤十字病院  
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３． 感謝状（第 2条の 3） 

























・平成 20年 6月 2日、3日業務研修会を本社で開催した（会員発表など詳細は HPで供覧）。 
 
３． 放射線安全管理の徹底に関する事業および分科会活動 
・ 業務研修会で 55 周年特別記念講演「医療機器の安全管理体制及び診療報酬上での評価」を行
った。 











（１） 平成 20年度役員は次のとおりである。 
役 職 名 氏   名 施 設 名 
会     長 益井  謙 松江赤十字病院 
副 会 長 中里  明 足利赤十字病院 
副 会 長 黒田 順平 さいたま赤十字病院 
副 会 長 山縣 徳治 水戸赤十字病院 
常任理事 （総務） 辻  秀憲 京都第二赤十字病院 
同 (事務局) 磯田 康範 松江赤十字病院 
同 （学術部） 久保田利夫 前橋赤十字病院 
同 （学術部） 浅妻   厚 神戸赤十字病院 
同 （財務部） 前川 栄寿 成田赤十字病院 
同 （組織調査部） 石田 智広 福井赤十字病院 
同 （企画部） 新美 孝永 名古屋第二赤十字病院 
同 （広報部） 清水 文孝 深谷赤十字病院 
同 （表彰委員会） 戸口 豊宏 大分赤十字病院 
ブロック理事（北海道） 川井 明彦 函館赤十字病院 
同（東北） 大隈 康之 秋田赤十字病院 
同（東部） 林   智 長岡赤十字病院 
同（中部） 福吉 正利 静岡赤十字病院 
同（近畿） 井澤 秀恭 和歌山医療センター 
同（中・四国） 佐藤  繁 岡山赤十字病院 
同（九州） 赤澤  武 熊本健康管理センター 
創立 55周年記念事業担当   
黒田順平（兼務）  山縣徳治（兼務）  中里  明（兼務） 
役 職 名 氏   名 施 設 名 
監   事 松 山  繁 長野赤十字上山田病院 
監   事 鈴木 利男 日本赤十字社医療センター
ブロック委員 
役 職 名 氏  名 施 設 名 
北海道ブロック 相澤 幹也 北見赤十字病院 
東 北ブロック 横山 高広 仙台赤十字病院 
東 部ブロック 佐藤 法行 山梨赤十字病院 
  々 星野 洋満 前橋赤十字病院 
中 部ブロック 金子  彰 高山赤十字病院 
  々 月田 邦彦 名古屋第一赤十字病院 
  々 福吉 正利 静岡赤十字病院 
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近 畿ブロック 森上 安一 高槻赤十字病院 
  々 勝間  明 長浜赤十字病院 
中・四国ブロック 西田 史生 松山赤十字病院 
  々 真貝  勝 徳島赤十字病院 
九 州ブロック 三谷 孝二 今津赤十字病院 
広報委員会委員 
役 職 名 氏  名 施  設  名 
広 報 部 長 清水 文孝 深谷赤十字病院 
事 務 局 長 中山  進 々 
会 計 主 査 飯島 秀信 々 
委     員 川合 佳代 々 
々   斉藤 幸夫 々 
  々 富田 欣治 々 
  々 清水 邦昭 々 












   年 月 日 内  容 開 催 場 所 
1 平成 20年 7月 4日（金） 第 1回常任理事会 京都第二赤十字病院 
2 平成 20年 10月 31日（金） 第 2回常任理事会 本社 403号室 
3 平成 21年 2月 27日（金） 第 3回常任理事会 福井赤十字病院 








（３）会員の動向（平成 21年 3月 31日現在）（事務局） 
項    目 会 員 数 
平成年 19度末  会員数 
平成年 20度  新入会者数 
   同    再入会者数 
 
平成 20年度末   会員数  
1,210 名 
    55 名 
    3 名 
    
1,244 名 
同    退会者数 26 名 
 
年   月   日 開  催  内  容   
平成 20年 4月 18日 委員会開催 ：技師会ニュース第１号発刊準備 
平成 20年 4月 24日 々   ：技師会ニュース発送準備・作業・会議 
平成 20年 4月 25日 々   ：技師会ニュース発送持込 
平成 20年 5月 7日 々   ：総会資料・学術抄録発送準備・作業 
平成 20年 5月 9日 々   ：総会資料・学術抄録発送持込 
平成 20年 5月 12日   々   ：総会資料・学術抄録発送準備・作業・発送持込 
平成 20年 5月 13日   々   ：広報委員会編集会議（会誌編集について） 
平成 20年 8月 20日 々   ：技師会ニュース校正作業・HP掲載  
平成 20年 9月 10日 々   ：原稿依頼状等発送準備 
平成 20年 9月 18日 々   ：原稿依頼状等発送持込 
平成 20年 12月 9日 々   ：広報委員会編集会議（原稿割振、レイアウト等） 
平成 20年 12月 9日 々   ：広告掲載費請求書発送作業 
平成 20年 12月 15日 々   ：入稿原稿校正作業  
平成 20年 12月 22日   々   ：会誌初回入稿 
平成 21年 1月 21日   々   ：会誌原稿校正作業 
平成 21年 1月 23日 々   ：会長校正依頼発送 
平成 21年 1月 26～30日 々   ：校正原稿随時入稿 
平成 21年 1月 31日 々   ：会誌会長校正終了原稿入稿 
平成 21年 2月 6～9日 々   ：会誌校正作業・入稿 
平成 21年 2月 12日 々   ：会誌最終校正作業・入稿 
平成 21年 3月 10～13日 々   ：会誌発送作業・準備、発送持込 
平成 21年 3月 27日 々   ： 広報委員会編集会議及び残務整理 
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（社）日本画像医療システム工業会 野口 雄司 様 
  ②学術講演「乳房の診療から治療まで」 
          乳房画像分科会代表世話人 さいたま赤十字病院 尾形 智幸 氏 
  ③本社講演「これからの医療体制と赤十字病院について」 
                日本赤十字社 医療事業部企画課長 大野 博敬 様 
№ 会   社    名 
１ エーザイ株式会社 





















２３ 富士フィルム RIファーマ株式会社 
２４ 富士フィルムメディカル株式会社  
２５ 堀井薬品工業株式会社 
113 






治療分科会 ◎田中 啓一（医療センター） 
          ○入川 富夫（鳥取） 
          ○河原 貴史（京都第一） 
          ○小山 登美夫（長野） 
 
核医学分科会   ◎門前 一（大津） 
          ○荻野 真博(旭川) 
          ○星野 洋満（前橋） 
 
医療情報分科会  ◎秋田 直昭（福井） 
          ○竹安 直行（医療センター） 
          ○千葉 美洋（石巻） 








①シリーズ「Excelを利用したMU独立検証 第 0～6章（最終章）」【治療分科会】 
②CT造影技術講座Ⅰ                       【CT分科会】 
③医療情報システムの手引き                 【医療情報分科会】 
 
アンケート報告 
①乳房撮影等に関するアンケート報告                       【乳房画像分科会】 
②乳房MRI検査等に関するアンケート報告                      【MR分科会】 
③検査着に関するアンケート報告                           【乳房画像分科会】 
④フィルムレスに伴うデータの持ち出し及び取り込みについてのアンケート報告 

















  第 1回乳房画像勉強会 in FUKAYAを、7月 19日、深谷赤十字病院にて開催しました。 
  参加人数 30（6施設） 
  講演 1 「知っておきたい乳腺診断の流れ」 さいたま赤十字病院  尾形 智幸 
講演 2 「デジタル乳房撮影装置における自動露出制御の管理とその重要性」 
                      名古屋第二赤十字病院 真野 晃浩 
講演 3 「MMG（マンモグラフィー）の基礎」  深谷赤十字病院  川合 佳代 
読影実技及び解説                  尾形 智幸、 川合 佳代  
 
５．業務研修会プログラム委員会の開催 
  研修会研究発表応募演題の採用審議のため、業務研修会プログラム委員会を、 
















 １）日本赤十字放射線技師会会誌 2009．Vol．50を発行しました。 
 ２）日赤放技ニュース第 1号発行しました。 














・現行の HP は，閲覧型であるが全国 93 施設に散在する会員の英知を集結し，赤十字病院の質の向上
に貢献できるようにコンテンツマネージメントシステム（CMS）導入による参加型 HPに切り替えた． 
・今年度は，学術部と事務局の部分へ CMS導入し，会の機能的運営を実施した． 



























   北海道ブロック  小清水赤十字病院  
高橋 和弘（タカハシ カズヒロ）氏 
            伊達赤十字病院 
              池田 英二（イケダ エイジ）氏 
   中部ブロック   名古屋第一赤十字病院 
              草田 行雄（クサダ イクオ）氏 
            飯山赤十字病院 
              中沢 正司（ナカザワ ショウジ）氏 
            諏訪赤十字病院 
              花岡 宏行（ハナオカ ヒロユキ）氏 
   近畿ブロック   京都第二赤十字病院 
              駿田 耕一（スルタ コウイチ）氏 
    中四国ブロック  松山赤十字病院 
              林 正彦（ハヤシ マサヒコ）氏 
    九州ブロック   日本赤十字社長崎原爆病院 
              一瀬 弘之（イチノセ ヒロユキ）氏 
           以上 8名の方を功労賞として表彰しました。 
第 2条の 2 奨励賞 
           施設 山田赤十字病院  
学術発表が施設として計 10回に達したため表彰しました。 
第 2条の 3 感謝状 
          日本赤十字社和歌山医療センター 




第 18回北海道ブロック学術研修会 平成 20年 9月 27～28日 函館赤十字病院担当 
 
【東部ブロック】 
（１）第 1回 東部ブロック 乳房画像勉強会 in Fukaya 
   今回初めての試みでした。学術部、分科会世話人と深谷赤十字病院の協力 
   で精中委認定を目指す方、スキルアップの方などの勉強会との報告（詳細は担当病院に）  
      平成 20年 7月  深谷赤十字病院担当  分科会世話人、学術部 
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 （２）第 21回 東部ブロック研修会 平成 20年 11月 8日～9日 前橋赤十字病院担当 
           
【近畿ブロック】 




（１） 第 9回学術研修会  福岡赤十字病院担当 
開催日時：平成 20年 9月 27日（土）～28日（日） 
開催場所：日本赤十字社九州ブロック研修センター『アソシエート』 







監 査 報 告 書 
 
平成 21 年 4 月 10 日（金）午前 10 時より、日本赤十字本社内において、日本赤十字放射線技師




























































  昨年度、新たに 3 分科会が発足して、6 分科会が活動を始めていますが、まだ発展途上です。HP
講座の継続や新規企画等、各分科会活動のさらなる活性を推進いたします。 















 １）日本赤十字放射線技師会会誌 2009．Vol．50を発行しました。 
 ２）日赤放技ニュース第 1号発行しました。 

















































 第 2条の 1 功労賞 
高知赤十字病院 片岡 幸子 
富山赤十字病院 室谷 正吾 
石巻赤十字病院 西村 章三 
長岡赤十字病院 村山 正栄 
京都第二赤十字病院 村田 稔 
福井赤十字病院 冨田 啓二 
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益田赤十字病院 道下 博行 
釧路赤十字病院 星野 憲司 
第 2条の 2 奨励賞 施設 松山赤十字病院 
奨励賞 個人 
大阪赤十字病院 加賀 久喜 
長浜赤十字病院 西関  剛 
京都第二赤十字病院 岡本 繁 
第 2条の 3 感謝状 





















第 22回学術研修会 水戸赤十字病院担当 
【近畿ブロック】 
  第 18回近畿ブロック学術研修会  神戸赤十字病院担当 
【九州ブロック】 






第 56回 定期総会 議事録 
 
１．日 時 ：平成 21年 6月 8日（月） 午後 3時 30分 ～ 5時 
２．会 場 ：日本赤十字社 本社 201号室 
３．出席者 ：日本赤十字放射線技師会 会員 116名 









         第 1号議案  平成 20年度事業経過報告 
         第 2号議案  平成 20年度決算報告 
         第 3号議案  平成 20年度監査報告 
         第 4号議案  平成 21年度事業計画(案) 
         第 5号議案  平成 21年度予算（案） 
         第 6号議案  その他 






表彰委員長の戸口理事により紹介される                               
功労賞は、11名    奨励賞は、施設 1 、個人 3名    感謝状は 1名 
 
表彰後、次に、総会議事運営報告（資格審査報告）を事務局の磯田理事より報告 
  本日の出席者 116名、委任状提出者 1081名、合計 1197名（96％）の 
  確認より、会則第 20条の規定に基づき本総会は成立しますと報告。 
 
次に、議長選出となる。会場より立候補がないため、執行部より 2名を推薦した。 






      議事録署名人は、 神戸赤十字病院   中田 正明         
                足利赤十字病院   蓼沼 志織         
       採決係りは、   前橋赤十字病院   長瀬 博之                    
                大分赤十字病院   凍田 淳平            
議長の進行により議事に入る。 
第 1号議案から第 3号議案まで一括して執行部より報告。 
報告後、質問に入る 
☆Q： 基金の決算報告がないのは、なぜか 





  A：組織率は、現在、95％です。会費の納入率は、100％です。 
 ☆Q：決算報告で、会誌売却費とは、何か 
  A：メーカーさんより、会誌購入の申し出があり、1冊 1,000円で、30冊の売却と 
なった費用です。 
 
採決にはいり、第 1号議案から第 3号議案までは、賛成多数で承認された。 
 
次に第 4号議案から第 5号議案まで一括して執行部より報告。 
報告後、質問に入る。 
☆Q：21年度予算案で、会誌広告収入が、20万円と減額になっているのはなぜか 














  A：現段階では、社会的問題もありますので、チェックせざるを得ないです 
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会  長： 益  井 謙       （松江赤十字病院） 
副 会 長： 清  水 文 孝   （深谷赤十字病院） 
         ＊広報担当兼務 
副 会 長： 久保田 利 夫   （前橋赤十字病院） 
         ＊学術担当兼務 
 
監  事： 鈴  木 利 男    （赤十字医療センター）  
       々  ： 中  里 明     （足利赤十字病院） 
常任理事 
事 務 局： 磯  田 康 範   (松江赤十字病院） 
総  務： 辻      秀 憲  （京都第二赤十字病院） 
学  術： 浅  妻 厚    （神戸赤十字病院） 
財  務： 前 川 栄 寿   (成田赤十字病院） 
組織調査： 石  田 智 広  （福井赤十字病院） 
企  画： 新  美 孝 永  （名古屋第二赤十字病院） 




















  第 57回定期総会資料 
 
 
日   時   平成 22年 6月 10日（月）午後 3時 40分より 
 
会   場   東京国際フォーラム 会議室 
 
総 会 次 第 
開会の辞 
会長挨拶 






            【第一号議案】 平成 21年度事業経過報告 
            【第二号議案】 平成 21年決算報告 
            【第三号議案】 平成 21年度監査報告 
            【第四号議案】 平成 22年度事業計画（案） 
            【第五号議案】 平成 22年度予算（案） 












表  彰 
会員各位 
日本赤十字放射線技師会 
会  長  益井  謙 
表彰委員長 戸口 豊宏 
日本赤十字放射線技師会表彰規定により、顕著な功績があったので表彰します。 
１．功労賞（第 2条の 1）第 2条の 1 功労賞 
 
片岡 幸子   高知赤十字病院  
 
室谷 正吾   富山赤十字病院  
 
西村 章三   石巻赤十字病院  
 
村山 正栄   長岡赤十字病院  
 
村田 稔    京都第二赤十字病院 
  
冨田 啓二   福井赤十字病院  
 
道下 博行   益田赤十字病院  
 
星野 憲司   釧路赤十字病院  
 
小田 秀人   函館赤十字病院 
 
関根 和正   深谷赤十字病院 
 
名倉 邦彦   引佐赤十字病院 
２． 奨励賞 （第 2条の 2） 
【施 設】松山赤十字病院  （計 10回） 
【個 人】加賀 久喜   大阪赤十字病院  
 
西関  剛   長浜赤十字病院  
 
岡本 繁    京都第二赤十字病院  
３． 感謝状（第 2条の 3） 
川村 佳生   和歌山医療センター  
敬称略・順不同 
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（１） 平成 21年度役員は次のとおりである。 
役 職 名 氏   名 施 設 名 
会     長 益井  謙 松江赤十字病院 
副 会 長 
（災害・文書兼務） 
久保田利夫 前橋赤十字病院 
副 会 長 
（広報兼務） 
清水 文孝 深谷赤十字病院 
常任理事  
（総務・安全推進兼務） 
辻  秀憲 京都第二赤十字病院 
同 (事務局) 磯田 康範 松江赤十字病院 
同 （学術部） 浅妻   厚 神戸赤十字病院 
同 （財務部） 前川 栄寿 成田赤十字病院 
同  
（組織調査部・IT兼務） 
石田 智広 福井赤十字病院 
同 （企画部・IT兼務） 新美 孝永 名古屋第二赤十字病院 
同 （表彰部・IT兼務） 戸口 豊宏 大分赤十字病院 
ブロック理事（北海道） 川井 明彦 函館赤十字病院 
同（東北） 新田  仁 盛岡赤十字病院 
同（東部） 林   智 長岡赤十字病院 
同（中部） 福吉 正利 静岡赤十字病院 
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同（近畿） 中島 敏博 姫路赤十字病院 
同（中・四国） 西田 史生 松山赤十字病院 
同（九州） 三谷 孝二 今津赤十字病院 
   
役 職 名 氏   名 施 設 名 
監   事 鈴木 利男 日本赤十字社医療センター 
監   事 中里  明 足利赤十字病院 
ブロック委員 
役 職 名 氏  名 施 設 名 
北海道ブロック 川井 明彦 函館赤十字病院 
東 北ブロック 新田  仁 盛岡赤十字病院 
東 部ブロック 星野 洋満 前橋赤十字病院 
中 部ブロック 金子  彰 高山赤十字病院 
近 畿ブロック 内橋 宣尚 中町赤十字病院 
  々 浅妻  厚 神戸赤十字病院 
中・四国ブロック 真貝 勝 徳島赤十字病院 
  々 梶谷 努 岡山赤十字病院 
九 州ブロック 吉見 公作 鹿児島赤十字病院 
広報委員会委員 
役 職 名 氏  名 施  設  名 
広 報 部 長 清水 文孝 深谷赤十字病院 
事 務 局 長 中山  進 々 
会 計 主 査 飯島 秀信 々 
委     員 川合 佳代 々 
々   斉藤 幸夫 々 
  々 富田 欣治 々 
  々 清水 邦昭 々 




















       会     長    益井 謙 
       副   会  長    清水 文孝、久保田 利夫 
       監       事    鈴木 利男、中里 明 
       常 任 理 事     磯田 康範、辻 秀憲、浅妻 厚、前川 栄寿 
                   石田 智広、新美 孝永、戸口 豊宏 
       ブロック理事      川井 明彦、新田 仁、林 智、福吉 正利 





   年 月 日 内  容 開 催 場 所 
1 平成 21年 7月 3日（金） 第 1回常任理事会 本社 203号室 
2 平成 21年 11月 3日（金） 第 2回常任理事会 神戸赤十字病院 
3 平成 22年 2月 12日（金） 第 3回常任理事会 東京国際フォーラム 




  第 2条の 1 功労賞 
高知赤十字病院 片岡 幸子 
富山赤十字病院 室谷 正吾 
石巻赤十字病院 西村 章三 
長岡赤十字病院 村山 正栄 
京都第二赤十字病院 村田 稔 
福井赤十字病院 冨田 啓二 
益田赤十字病院 道下 博行 
釧路赤十字病院 星野 憲司 
函館赤十字病院 小田 秀人 
深谷赤十字病院 関根 和正 
引佐赤十字病院 名倉 邦彦 
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第 2条の 2 奨励賞 施設 松山赤十字病院 
奨励賞 個人 
大阪赤十字病院 加賀 久喜 
長浜赤十字病院 西関  剛 
京都第二赤十字病院 岡本 繁 
第 2条の 3 感謝状 




     松山 秀夫（浜松赤十字病院）  
 
（５）会員の動向（平成 21年 10月 31日現在）（事務局） 
項    目 会 員 数 
平成年 20度末  会員数 
平成年 21度  新入会者数 
   同    再入会者数 
平成 21年度    会員数  
1,244 名 
    57 名 
2 名 
1,286 名 
























年   月   日 開  催  内  容   
平成 20年 4月 18日 委員会開催 ：技師会ニュース第１号発刊準備 
平成 20年 4月 24日 々   ：技師会ニュース発送準備・作業・会議 
平成 20年 4月 25日 々   ：技師会ニュース発送持込 
平成 20年 5月 7日 々   ：総会資料・学術抄録発送準備・作業 
平成 20年 5月 9日 々   ：総会資料・学術抄録発送持込 
平成 20年 5月 12日   々   ：総会資料・学術抄録発送準備・作業・発送持込 
平成 20年 5月 13日   々   ：広報委員会編集会議（会誌編集について） 
平成 20年 8月 20日 々   ：技師会ニュース校正作業・ＨＰ掲載  
平成 20年 9月 10日 々   ：原稿依頼状等発送準備 
平成 20年 9月 18日 々   ：原稿依頼状等発送持込 
平成 20年 12月 9日 々   ：広報委員会編集会議（原稿割振、レイアウト等）
平成 20年 12月 9日 々   ：広告掲載費請求書発送作業 
平成 20年 12月 15日 々   ：入稿原稿校正作業  
平成 20年 12月 22日   々   ：会誌初回入稿 
平成 21年 1月 21日   々   ：会誌原稿校正作業 
平成 21年 1月 23日 々   ：会長校正依頼発送 
平成 21年 1月 26～30日 々   ：校正原稿随時入稿 
平成 21年 1月 31日 々   ：会誌会長校正終了原稿入稿 
平成 21年 2月 6～9日 々   ：会誌校正作業・入稿 
平成 21年 2月 12日 々   ：会誌最終校正作業・入稿 
平成 21年 3月 10～13日 々   ：会誌発送作業・準備、発送持込 
平成 21年 3月 27日 々   ： 広報委員会編集会議及び残務整理 
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① 教育講演  「災害医療における放射線技師の役割－あなたにできることは何か？－」  
       兵庫県災害医療センター 副センター長   中山 伸一 様 
 
② 学術講演  「3T MRIの使用経験 － Siemens社製Magnetom Trio 3.0T－ 」  
      MR分科会 仙台赤十字病院        安彦 茂 様 
 
№ 会   社    名 
１ エーザイ株式会社 





















２３ 富士フィルム RIファーマ株式会社 
２４ 富士フィルムメディカル株式会社  
２５ 堀井薬品工業株式会社 
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③ 本社講演  「日赤病院を取り巻く医療環境について」 
日本赤十字社 医療事業部企画課長   大野 博敬 様 
 
④ パネルディスカッション 「今から始められる災害医療支援」 
          DMAT研修修了者 名古屋第二赤十字病院   駒井一洋氏 
鳥取赤十字病院      山根晴一氏 
兵庫県災害医療センター  中田正明氏 
神戸赤十字病院      小川宗久氏 
  ⑤会員研究発表（13演題） 
   優秀発表賞等の表彰を実施した。 
 
（２）学術分科会規定作成 
   日本赤十字放射線技師会 学術分科会規定を作成し施行した。 
 
（３）分科会活動 
   各分科会において、下記の活動を行った。 





② 【CT分科会】   各ブロックの CT担当者と共に、CTプロトコルアンケートを実施した。 
 
③ 【MR分科会】   乳房MR検査の標準化を検討した。 
            MRI検査における説明用 DVDの作成を行った。 
④ 【乳房画像分科会】 地域の乳房研究会の紹介を行った。 
 
⑤ 【各分科会】 以下のホームページ掲示板の質問に対し、回答を行った。 
             MRIの問診・安全対策に関して 
        人名漢字の規格について 
              ジャパン・マンモグラフィサンデーについて 
            3D-CTリンパ管造影について 
            マンモグラフィ健診無料クーポン券について 
            肺がん検診認定技師制度について 
            医療安全に掛かる患者情報について 















    １）日本赤十字放射線技師会会誌 2008．Vol．49を発行した。 
    ２）日赤放技ニュース第１号から第 2号まで計 2回発行した。 
    ３）会誌の広告協賛会社は、29社であった。 
４．福利厚生報告（総務部・事務局） 
































1．平成 2１年 4月に全国赤十字病院技師長、課長宛に会員台帳の調査を行い、総会まで 
に今年度の新入会員者（予定者）と施設毎会員数の現況把握を行った。 
  2．新入会予定者の入会促進と退会者の確認作業を行った。 
   3．日赤業務研修会についての調査を行い、その結果についてホームページへ公表した。 
   4．技師長・課長ML（ホットクロスML）への登録推進とその管理を行った。  
   5．旧学術MLの整理を行い、新日赤MLの登録管理を行った。 
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７．表彰部報告 
１）功労賞（第 2条の 1） 
片岡 幸子   高知赤十字病院  
室谷 正吾   富山赤十字病院  
西村 章三   石巻赤十字病院  
村山 正栄   長岡赤十字病院  
村田 稔    京都第二赤十字病院 
冨田 啓二   福井赤十字病院  
道下 博行   益田赤十字病院  
星野 憲司   釧路赤十字病院  
小田 秀人   函館赤十字病院 
関根 和正   深谷赤十字病院 
名倉 邦彦   引佐赤十字病院 
 以上 11名の方を功労賞として表彰しました。尚、平成 21年度定年退職者・次年度退職者を該当
者として推薦させていただきました。 
（２）奨励賞 （第 2条の 2） 
【施 設】松山赤十字病院  （計 10回） 
学術発表が施設として計 10回に達したため表彰しました。 
【個 人】加賀 久喜   大阪赤十字病院  
西関  剛   長浜赤十字病院  
岡本 繁    京都第二赤十字病院  
学術発表が個人として計 10回に達したため表彰しました。 
（３）感謝状（第 2条の 3） 






第 18回学術研修会 平成 21年 9月 26～27日 
【東部ブロック】 
第 22回学術研修会 平成 21年 11月 28～29日（白亜紀荘）水戸赤十字病院担当 
【近畿ブロック】 
  第 18回近畿ブロック学術研修会  神戸赤十字病院担当 
【九州ブロック】 









【 第三号議案 】 
１０．平成 21年度監査報告 
 
監 査 報 告 書 
 
平成 21年 4月 10日（金）午前 10時より、日本赤十字本社 401会議室において、日本赤十字放

































   6 分科会それぞれの活動状況は様々ですが、会員皆様に有用な情報を提供できるようにバックア
ップをしていきます。 















 １）日本赤十字放射線技師会会誌 2009．Vol．50を発行しました。 
 ２）日赤放技ニュース第 1号発行しました。 

















































 第 2条の 1 功労賞 
平成 22年度の表彰者は以下のとおり推薦をいたします。（順不同、敬称略） 
   第 2条の 1 功労賞 
釧路赤十字病院 小林 孝明 
盛岡赤十字病院 市ノ渡 憲市 
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盛岡赤十字病院 宮本 岩保 
福島赤十字病院 冨原 弘之 
小川赤十字病院 桜井 守 
横浜市立みなと赤十字病院 友井 忠雄 
金沢赤十字病院 日尾 哲朗 
高山赤十字病院 金子 彰 
浜松赤十字病院 松山 秀夫 
長浜赤十字病院 木村 幸一 
広島赤十字・原爆病院 渡辺 和美 
日本赤十字社和歌山医療センター 古川 和仁   
福岡赤十字病院 中澤 直心 
福岡赤十字病院 木下 洋之 
日本赤十字社長崎原爆病院 山口 春雄 
日本赤十字社長崎原爆病院 高橋 朗 
第 2条の 2 奨励賞 施設 前橋赤十字病院 
奨励賞 個人 







  次に、できる限り連絡はメールとし、通信費等の経費を削減します。 
  





第 18回学術研修会 平成 21年 9月 26～27日 
【東部ブロック】 
第 22回学術研修会 平成 21年 11月 28～29日（白亜紀荘）水戸赤十字病院担当 
【近畿ブロック】 
  第 18回近畿ブロック学術研修会  神戸赤十字病院担当 
【九州ブロック】 
第 10回学術研修会 平成 21年 9月 26～27日 アソシエート 大分赤十字病院担当 
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第 57回 定期総会 議事録 
 
１．日 時 ：平成 22年 6月 10日（木）  午後 4時 ～ 5時 
２．会 場 ：東京国際フォーラム G409号会議室  
３．出席者 ：日本赤十字放射線技師会 会員 108名 









         第１号議案  平成 21年度事業経過報告 
         第２号議案  平成 21年度決算報告 
         第３号議案  平成 21年度監査報告 
         第４号議案  平成 22年度事業計画(案) 
         第５号議案  平成 22年度予算（案） 






表彰委員長の戸口理事により紹介される                               
功労賞は、17名     
奨励賞は、施設 1 、個人 1名     
 
表彰後、次に、総会議事運営報告（資格審査報告）を事務局の磯田理事より報告 
  本日の出席者 108名、委任状提出者 1081名、 合計 1189名を確認し、 
  会則第 20条の規定に基づき本総会は成立しますと報告。 
 
次に、議長選出となる。会場より立候補がないため、執行部より 2名を推薦した。 






      議事録署名人は、 姫路赤十字病院    岩見 守人様        
                大阪赤十字病院    加賀 久喜様         
       採決係りは、   名古屋第二赤十字病院 堀部 良美様                   
                福井赤十字病院    西川 由梨様 
議長の進行により議事に入る。 
 
第 1号議案から第 3号議案まで一括して執行部より報告。 
報告後、質問に入るが、質問はなかった。 
採決にはいり、第 1号議案から第 3号議案までは、賛成多数で承認された。 
 
次に第 4号議案から第 5号議案まで一括して執行部より報告。 
報告後、質問に入るが、質問はなかった。 
採決にはいり、第 4号議案から第 5号議案までは、賛成多数で承認された。 
 
次に第 6号議案の報告を執行部より報告。 
 ・事務局の磯田理事より、“日本赤十字放射線技師会慶弔規定の第 4条”の省略を報告。 
“金品については、近年来、出していないため、省略する” 
報告後、質問に入るが、質問はなかった。 
  採決にはいり、賛成多数で承認された。 
・報告事項として、表彰部の戸口理事より、表彰規定の改定を報告された。 































            【第一号議案】 平成 22年度事業経過報告 
            【第二号議案】 平成 22年決算報告 
            【第三号議案】 平成 22年度監査報告 
            【第四号議案】 平成 23年度事業計画（案） 
            【第五号議案】 平成 23年度予算（案） 


















表  彰 
会員各位 
日本赤十字放射線技師会 
会  長  益井  謙 




３．功労賞（第 2条の 1）  
西田 俊昭   北見赤十字病院 
松本 幸夫   盛岡赤十字病院 
路野 俊雄   成田赤十字病院 
岡庭 繁樹   前橋赤十字病院 
黒田 順平   さいたま赤十字病院 
少路 進    武蔵野赤十字病院 
鈴木 利男   日本赤十字社医療センター 
川上 直志   横浜市立みなと赤十字病院 
堀内 順一   秦野赤十字病院 
東 茂     伊豆赤十字病院 
松山 繁    津久井赤十字病院 
藤井 紀生   山田赤十字病院 
尾上 章    大阪赤十字病院 
宮本 善夫   大阪赤十字病院 
西谷 泰男   高松赤十字病院 
笠原 秀憲   松江赤十字病院 
古賀 則夫   福岡赤十字病院 
古賀 博幸   福岡赤十字病院 
玉永 正博   熊本赤十字病院             順不同 
 
２． 奨励賞 （第 2条の 2） 
【施 設】成田赤十字病院（計 10回） 








【 第一号議案 】 
平成 22年度事業報告（総括） 
 



















（３） 平成 22年度役員は次のとおりである。 
役 職 名 氏   名 施 設 名 
会     長 益井  謙 松江赤十字病院 
副 会 長 
（災害・文書兼務） 
久保田利夫 前橋赤十字病院 
副 会 長 
（広報兼務） 
清水 文孝 深谷赤十字病院 
常任理事  
（総務・安全推進兼務） 
辻  秀憲 京都第二赤十字病院 
同 (事務局) 磯田 康範 松江赤十字病院 
同 （学術部） 浅妻   厚 神戸赤十字病院 
同 （財務部） 前川 栄寿 成田赤十字病院 
同  
（組織調査部・IT兼務） 
石田 智広 福井赤十字病院 
同 （企画部・IT兼務） 新美 孝永 名古屋第二赤十字病院 
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同 （表彰部・IT兼務） 戸口 豊宏 大分赤十字病院 
ブロック理事（北海道） 川井 明彦 函館赤十字病院 
同（東北） 新田  仁 盛岡赤十字病院 
同（東部） 林   智 長岡赤十字病院 
同（中部） 山口 忠夫 高山赤十字病院 
同（近畿） 中島 敏博 姫路赤十字病院 
同（中・四国） 西田 史生 松山赤十字病院 
同（九州） 三谷 孝二 今津赤十字病院 
   
役 職 名 氏   名 施 設 名 
監   事 鈴木 利男 日本赤十字社医療センター 
監   事 中里  明 足利赤十字病院
ブロック委員 
役 職 名 氏  名 施 設 名 
北海道ブロック 川井 明彦 函館赤十字病院 
東 北ブロック 横山 高広 仙台赤十字病院 
東 部ブロック 星野 洋満 前橋赤十字病院 
々 新井 一正 武蔵野赤十字病院 
中 部ブロック 日置  竹志 名古屋第二赤十字病院 
々 満間 啓二 富山赤十字病院 
近 畿ブロック 内橋 宣尚 多可赤十字病院 
々 浅妻  厚 神戸赤十字病院 
中・四国ブロック 真貝 勝 徳島赤十字病院 
  々 梶谷 努 岡山赤十字病院 




第 57回定期総会を平成 22年 6月 10日（木）東京国際フォーラム G409会議室において、会員 108名
が出席（委任状提出 1,082名）して開催した。総会では、会長挨拶、表彰式、議事運営報告につづき、
議長 2名、中川明（山口赤十字病院）高橋和義（仙台赤十字病院）を選出して、両議長にて議事進行す
る。平成 22年度各部事業報告および平成 22年度会計報告を審議、次に、平成 23年度各部事業計画（案）
および平成 23年度収支予算（案）等について審議し、両方とも決議した。 





   年 月 日 内  容 開 催 場 所 
1 平成 22年 7月 9日（金） 第 1回常任理事会 松山赤十字病院 
2 平成 22年 11月 19日（金） 第 2回常任理事会 日本赤十字社 203号会議室 
3 平成 23年 2月 10日（木） 第 3回常任理事会 松江赤十字病院 
4 平成 23年 4月 22日（金） 全 国 理 事 会 日本赤十字社 203会議室 
 
（３）物故者 
    2名 
 
（４）会員の動向（平成 23年 3月 31日現在）（事務局） 
項    目 会 員 数 
平成年 21度末  会員数 
平成年 22度 新入会者数 
   同    再入会者数 
平成 22年度    会員数  
  1,276  名 
   65 名 
    1  名 
1,286 名 


























日本赤十字放射線技師会（JRCART） mail news 
The Japanese Red Cross Association of Radiological  Technologists mail news 
 
news No.1  DMAT研修とアンケート協力の願い                         2010.05.18 
news No.2 岡庭 繁樹氏 群馬県総合表彰受賞               2010.06.08 
news No.3  学術総会速報                                            2010.06.17 
news No.4 情報エクスプレス記事                                    2010.06.24 
news No.5 MR分科会報告                                          2010.07.07 
news No.6 新美氏、（財）政策医療振興財団の研究助成金を受給など     2010.07.20 
news No.7 放射線治療アンケート集計結果、CT分科会報告など         2010.07.27 
news No.8 予防規程                                                2010.08.13 
news No.9 予防規程修正版                                          2010.08.19 
news No.10 兵庫県合同防災訓練など                                  2010.09.02 
news No.11 兵庫県合同防災訓練レポート                              2010.09.09 
news No.12 北海道地区会第 20回総会及び研修会の案内                  2010.09.22 
news No.13 ニュース欄の「理事の独り言」                            2010.10.01 
news No.14 第 46回日本赤十字社医学会総会の案内                      2010.10.14 
news No.15 第 46回日本赤十字社医学会総会演題抄録                    2010.10.22 
news No.16 医療機器管理に関する資料                                2010.10.28 
news No.17 東部ブロック研修会の案内                                2010.11.05 
news No.18 第 46回日本赤十字社医学会総会速報                        2010.11.12 
news No.19 第 46回日本赤十字社医学会総会速報 2                     2010.11.12 
news No.20 放射線作業者の被ばくの一元管理に関する資料              2010.11.25 
news No.21 東部ブロック研修会速報                                  2010.12.01 
news No.22「マンモグラフィ検診施設 画像認定取得施設」確認願い      2010.12.08         
news No.23 埼玉県における放射線部門の機能強化に係る資料            2010.12.15 
news No.24 労働安全衛生法の届出に関する資料など                    2010.12.28 
news No.25 益井会長の年頭挨拶及び                                  2011.01.04 
平成23年度全国赤十字放射線技師学術総会研究発表演題の募集案内 
news No.26 掲示板「CT検査の被ばく線量」                           2011.01.07 
news No.27 日本赤十字放射線技師会会費負担の現況調査報告            2011.01.16 
news No.28 中国・四国ブロックモニタ管理講習会報告                  2011.01.25 
           平成23・24年度日本赤十字放射線技師会役員選挙告示 
news No.29 掲示板「グリッド比とアルミ本数（CR専用）」        2011.02.01 
news No.30 掲示板「他院画像の出力について」                          2011.03.02 
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news No.31 研究助成課題等の募集案内など                              2011.03.07 
news No.32 テストメール配信のお詫び                                  2011.03.09 
news No.33 赤十字各施設の被害状況・救援状況                          2011.03.15 
news No.34 急報「ポータブル型X線装置及び超音波装置の貸し出し」       2011.03.18 
news No.35 モニタ貸出支援                                            2011.03.18 
news No.36 スクリーニング済証                                        2011.03.24 
平成 23 年 3月末までの JRCART mail news発信は以上の通りです。 
 
資料－2（バナー広告掲載企業一覧）順不同 
1 東芝メディカルシステムズ株式会社 13 朝日レントゲン 
2 東洋メディック株式会社 14 ユーロメディテック株式会社  
3 GEヘルスケア・ジャパン株式会社 15 株式会社ミットメディコ 
4 エーザイ株式会社 16 富士製薬工業株式会社 
5 テルモ株式会社  17 シーメンス株式会社 
6 日本メジフィジックス株式会社 18 睦田商会 
7 富士フィルム RIファーマ株式会社 19 株式会社ナナオ 
8 中外テクノス株式会社 20 コニカミノルタヘルスケア株式会社 
9 石黒メディカルシステム K．K 21 富士フィルムメディカル株式会社 
10 コヴィディエンジャパン株式会社 22 （株）島津製作所 
11 バイエル薬品株式会社 23 株式会社栗原医療機器 
































学術研究発表① 座長 八町 淳（CT分科会 長野） 
 
① 冠動脈 CTAにおける造影効果に影響する要因の検討 
 大阪赤十字病院 加賀 久喜 
② 「死亡時画像検査」所見からの撮影条件の検討 
 大田原赤十字病院 中野 繁明 
③ OPE室 CTの年間使用実績とその有用性の検討 
 名古屋第一赤十字病院 山埼 絵莉 
④ DPC 導入による CT検査採算性の検討 
 名古屋第二赤十字病院 日置 竹志 
 
6 月10 日から11 日の2 日間、東京国際フォーラムにおいて開催された平成22 年度 日本 
赤十字放射線技師学術総会において、学術研究発表演題番号1番から4 番までの座長を務 
めました。 

































学術研究発表② 座長 安彦 茂（MR分科会 仙台） 
 
⑤ ファントム実験によるGd造影後における、in-phase.out-of-phaseでの脂肪評価の検証松山赤十字病
院 松村 茂 
⑥ 頚動脈内膜剥離術（CEA）術前における非造影MR検査についての一考察 
大阪赤十字病院 高津 安男 
⑦ 四肢MRI検査におけるコイル選択と撮像条件設定の検討 
大田原赤十字病院 大谷津 崇 
⑧ 放射線技術課におけるインシデント事例の統計 













等の影響を受けにくいBalanced TFE のMRA にて狭窄率や潰瘍の有無，周囲の血管の状態を従来の























さいたま赤十字病院 北山 早苗 
⑩ 1 Shot PhantomにおけるCNRの評価 
京都第二赤十字病院 楠 理恵 
⑪ マンモトームを使用したステレオガイド下バイオプシの技術的検討 
鳥取赤十字病院 上田 阿希 
⑫ ステレオガイド下マンモトーム装置導入の報告と検討 
福岡赤十字病院 桑野 さゆり 
⑬ 救急撮影における脊椎固定具が胸部画像に与える影響と画像評価 









字病院、楠さんの「1 Shot Phantom におけるCNR の評価」でした。この Phantom を用いることで
























学術研究発表④       座長 口井 信孝（和歌山医療センター） 
 
⑭ EPID を用いたIGRTにおける位置照合精度の検討 
 成田赤十字病院  大山 淳一 
⑮ コリメータ回転軸外線量評価点に対応したMU値検証プログラムの開発 
 神戸赤十字病院  西海 哲也 
⑯ スタッフ間の早期情報共有化に対する取り組み 
～電子カルテ端末（RIS端末）の有効利用～ 
 福井赤十字病院  西川 由梨 
 











































H22.5.14 「平成 22年度日赤 DMAT及び日本 DMAT研修」の案内を HPに掲載 
H22.6.11 平成 22年度 日本赤十字放射線技師学術総会において、海外救援活動に関する講演会を開催 
「海外救援活動報告」  
日本赤十字社 和歌山医療センター 川村 佳生 氏 
「 海外救援要員として活動するためには」 
日本赤十字社 和歌山医療センター 口井 信孝 氏 
H22.7.28 上記講演会のスライドを HPに掲載 






にホームページ掲載記事を纏め、平成 23 年 4 月末までの当会の東日本大震災関連の活動報告とさせて
いただきます。 
2011年 03月 15日(火)  赤十字各施設の被害・救援状況を掲載 
2011年 03月 17日(木)  原発事故に伴う健康相談の対応状況を連載 
松江・浜松（18日）・山田（22日）・前橋（23日） 
2011年 03月 18日(金)  ポータブル X線装置及び超音波装置貸出を案内  
            超音波装置貸出（25日・28日）    
2011年 03月 18日(金)  高繊細モニタ貸出を案内 
            高繊細モニタ貸出（4月 5日、耐震ゴム付 4月 12日）、耐震ゴムの紹介 
2011年 03月 18日(金)  第 1回災害お見舞い文を掲載 
2011年 03月 22日(火)  DMAT活動報告を掲載 
2011年 03月 24日(木)  福島県発行のスクリーニング済証などを掲載 
2011年 03月 29日(火)  東北関東大震災 災害救護活動報告 
                        土肥氏（富山）、坂井氏（唐津 4月 7日） 
            武田氏（下伊那 4月 13日）、戸口氏（大分 4月 19日 ） 
2011年 03月 30日(水)  FCR機能付加したポータブル X線装置貸出を案内 
            nonCR型ポータブル X線装置＋FCRセットを貸出（30日） 
2011年 03月 30日(水)  修正災害お見舞い文を掲載（人的支援を加味） 
2011年 03月 30日(木)  日赤救護活動と放射線技師を掲載 
2011年 04月 08日(金)  災害医療分科会紹介を掲載 
2011年 04月 13日(水)  nonCR型ポータブル X線装置＋FCRセット追加貸出を案内 





H22.7.23  病院機能評価 Ver.6 に関する資料 





  貴重な資料やご意見等のご提供くださった方々に感謝申し上げます。 
 
６．福利厚生報告（総務部・事務局） 
















第 1回（8月 28日、福井日赤 担当：企画、IT組織調査、学術） 
今回は、第 1回中部ブロック研修会として開催した。 
9施設 29名の参加があった。（詳細は HPで） 
   次年度の第 2回中部ブロック研修会は、高山日赤で開催予定。 
第 2回（11月 6日、神戸日赤 担当：企画、学術） 
7施設 21名の参加があった。（詳細は HPで） 
第 3回（1月 15日、岡山日赤 担当：企画、学術、事務局） 
今回は、第 1回中四国ブロック研修会として開催した。 





















１．功労賞（第 2条の 1）  
 小林 孝明  釧路赤十字病院 
市ノ渡 憲市 盛岡赤十字病院  
     宮本 岩保  盛岡赤十字病院 
    冨原 弘之  福島赤十字病院 
桜井 守   小川赤十字病院  
    足澤 登   日本赤十字医療センター 
友井 忠雄  横浜市立みなと赤十字病院 
日尾 哲朗  金沢赤十字病院  
金子 彰   高山赤十字病院  
松山 秀夫  浜松赤十字病院 
木村 幸一  長浜赤十字病院  
     渡辺 和美  広島赤十字・原爆病院 
     古川 和仁  日本赤十字社和歌山医療センター 
中澤 直心  福岡赤十字病院  
     木下 洋之  福岡赤十字病院 
    山口 春雄  日本赤十字社長崎原爆病院 




２． 奨励賞 （第 2条の 2） 
【施 設】前橋赤十字病院   
学術発表が施設として計 10回に達したため表彰しました。 










平成 22年度 技師長・課長（職務代行者）会議 
     開催日時：平成 22年 4月 24日（土） 
開催場所：北海道放射線技師会研修センター 
第 20回北海道地区会総会並びに研修会 
    開催日時 ： 平成 22年 10月 2日（土） 13:00～16:30 
            平成 22年 10月 3日（日）  9:30～12:00 
    開催場所 ： 北海道放射線技師会研修センター 







10 施設のなかで放射線治療を行っているのは北見 1 施設のみで、他施設においても知っておくべき基

























第 1回中部ブロック研修会を、平成 22年 8月 28日（土）に福井赤十字病院で開催しました。テーマは

































開 催 日：平成 22年 9月 25日(土)～26日(日) 
 開催場所：日本赤十字社九州ブロック研修センター『アソシエート』（熊本県） 
 当番施設：長崎原爆病院、長崎原爆諫早病院  
 参加人数：39名（10施設） 
 
研修内容：第 1日目：特別講演 2題、ブロック代表者会議 
第 2日目：会員研究発表 3題、教育講演１題 



























【 第三号議案 】 
１２．平成 22年度監査報告 
 
監 査 報 告 書 
 
 
平成 23年 4月 22日（金）午前 10時より、日本赤十字社 203会議室において、日本赤十




















                 
 
                          
監事 
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加賀 久喜 大阪 
細川 博明 松山 
大竹 覚 成田 
CT分科会 
河本 勲則 京二 
金澤 裕樹 京一 
宇田 暢樹 小川 
佐藤 統幸 大田原 
MRI分科会 
浅見 肇 深谷 
乳房画像分科会 尾形 智幸 さいたま 
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西関 剛 長浜 
梶迫 絵美 京都第二 
井出 愛子 大森 
西村 英明 福井 
加藤 秀之 松江 医療情報分科会 
西小野 昭人 熊本 
荻野 真博 旭川 
星野 洋満 前橋 核医学分科会 
長瀬 光臣 足利 
小山 登美夫 長野 
上田 真吾 松山 放射線治療分科会 
簾谷 和男 足利 







     代表世話人 駒井 一洋 （名古屋第二赤十字病院） 
      世話人 口井 信孝 （日本赤十字社 和歌山医療センター） 
     世話人 中田 正明 （神戸赤十字病院） 








































































【 その他 】   役員改選 選挙管理委員会報告 
平成 23年 4月 10日 
日本赤十字放射線技師会 
会員各位  殿 
日本赤十字放射線技師会 
                                    選挙管理委員長  




平成 23、24年度 役員改選について 
 










会  長   清水文孝    深谷赤十字病院 
 
副会長   久保田利夫     前橋赤十字病院 
 
副会長   石田智広      福井赤十字病院 
 
副会長   辻 秀憲     京都第二赤十字病院 
  
監  事   中里 明     足利赤十字病院 
 











平成 23年度 技師長・課長（職務代行者） 会議 
開催日時：平成 23年 5月 14日 
開催場所：未定（札幌市） 
第 21回北海道地区会総会並びに研修会 




第 24回東部ブロック学術研修会  成田赤十字病院担当 
 
【中部ブロック】 
第 2回中部ブロック研修会  高山赤十字病院担当 
 
【近畿ブロック】 
 第 20回近畿ブロック学術研修会 京都第一赤十字病院担当 
 
【中・四国ブロック】 




 開 催 日：平成 23年 10月 1日(土)～2日(日) 
    開催場所：唐津赤十字病院（佐賀県唐津市） 
    当番施設：唐津赤十字病院 







日  時   平成 24 年 5 月 31 日 (木 ) 午後 4 時より  
会  場   東 京 国 際 フ ォ ー ラ ム  ホ ー ル D - 5 
総 会 次 第  
開 会 の 辞 
会 長 挨 拶 
表  彰 
総会議事運営報告 
議 長 選 出 
議事録署名人選出、書記及び採決係任命 
議 事 
【第一号議案】 平成 23 年度事業経過報告 
【第二号議案】 平成 2 3 年度決算報告 
【第三号議案】 平成 2 3 年度監査報告 
【第四号議案】 平成 24 年度事業計画（案） 
【第五号議案】 平成 24 年度予算（案 ) 
【第六号議案】 そ の 他 
 
議 長 解 任 







会   長 清水 文孝 




１．功労賞（第 2条の 1） 
大橋正男     長岡赤十字病院     
   金子 弘孝    長岡赤十字病院     
   宇野 二三代   成田赤十字病院     
   福島 良     小川赤十字病院     
   引屋敷 聖晴   武蔵野赤十字病院    
   柳澤 信男    長野赤十字病院     
川嶌 剛     長浜赤十字病院     
益井 謙     松江赤十字病院     
   重松 味津雄   松山赤十字病院     
   滝 健次     徳島赤十字病院     
   田原 德建    高知赤十字病院     
赤澤 武     熊本健康管理センター      （敬称略 順不同） 
 
２．奨励賞（第 2条の 2） 
【個人】   該当者なし 



































役 職 名 氏 名 施 設 名 
会  長 清水 文孝 深谷赤十字病院 
副 会 長 久保田 利夫 前橋赤十字病院 
副 会 長 石田 智広 福井赤十字病院 
副 会 長 辻   秀憲 京都第二赤十字病院 
常任理事（総務） 山本 晃司 高知赤十字病院 
同 （ 事 務 局 ） 浅妻 厚 神戸赤十字病院 
同（学術部／分科会） 竹安 直行 日本赤十字社医療センター 
同（学術部／学術総会） 安彦   茂 仙台赤十字病院 
同 （ 財 務 部 ） 前川 栄寿 成田赤十字病院 
同（組織表彰） 戸口 豊宏 大分赤十字病院 
同（IT推進／広報） 荒井 一正 武蔵野赤十字病院 
同（IT推進／ホームページ） 牧内 正史 諏訪赤十字病院 
ブロック理事（北海道） 大沼 孝司 浦河赤十字病院 
同 （ 東 北 ） 新田 仁 盛岡赤十字病院 
同 （ 東 部 ） 尾形 智幸 さいたま赤十字病院 
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同 （ 中 部 ） 山口 忠夫 高山赤十字病院 
同 （ 近 畿 ） 高津 安男 大阪赤十字病院 
同（中国四国） 西田 史生 松山赤十字病院 
同 （ 九 州 ） 吉見 公作 鹿児島赤十字病院 
 
役 職 名 氏 名 施 設 名 
監  事 山縣 徳治 水戸赤十字病院 
監  事 中里 明 足利赤十字病院 
 
役 職 名 氏 名 施 設 名 
ブロック委員（北海道） 川井 明彦 函館赤十字病院 
同 （ 東 北 ） 横山 高広 仙台赤十字病院 
同 （ 東 部 ） 星野 洋満 前橋赤十字病院 
同 （ 東 部 ） 若月 栄介 長岡赤十字病院 
同 （ 中 部 ） 山下 光弘 高山赤十字病院 
同 （ 中 部 ） 満間 啓二 富山赤十字病院 
同 （ 近 畿 ） 福田 勤也 京都第一赤十字病院 
同 （ 近 畿 ） 谷口 憲二 舞鶴赤十字病院 
同（中国四国） 梶谷 努 岡山赤十字病院 
同（中国四国） 安部 一成 高松赤十字病院 




   第 58 回日本赤十字放射線技師会定期総会は、東日本大震災の影響により、全国理事会の承認を
得て web開催および決議となった。 




  第 1回常任理事会  
平成 23年 7月 8日（金）東京国際フォーラムＧ604会議室 
第 2回常任理事会  
平成 23年 10月 21日（金）福井市地域交流プラザ 501号会議室  
  第 3回常任理事会  
平成 24年 2月 17日（金）日本赤十字社 202号会議室 
      平成 23年度全国理事会 
    平成 24年 4月 20日（金）東京国際フォーラムＧ507号会議室 
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（３）東日本大震災による会費免除申請の取り扱い 
   平成 23年度の会費免除措置を第 2回常任理事会にて決定し、東北ブロック 11施設に対し会費免
除の案内を送付した。1施設 1名から申請があり、常任理事会にて承認した。 
（４）会費免除に関する規定改定案の策定（日本赤十字放射線技師会会費納入規定 第 5条）  












  会員数 1265名 （平成 24年 4月 30日現在） 
         平成 23年度退会者数 59名  
         平成 23年度入会者数 80名 
 
４．福利厚生報告 
  慶弔規定に基づき、祝電 2通、弔電 3通を送付した。 








演者 施設名 演題名 日赤医会





















坪井 孝達 浜松赤十字病院 




 ① 情報提供／施設紹介 【CT分科会】 
 ② 情報提供／医学総会参加報告 【学術部】 
 ③ 情報提供／逐次近似法を使いこなそう 【CT分科会】 
 ④ 情報提供／システムマップ 【医療情報分科会】   
 ⑤ 掲示板／造影剤使用同意書   
（３）平成 23年度 分科会活動報告 
【CT分科会活動報告】 
CT分科会世話人 京都第二赤十字病院 河本勲則 
平成 23年度 CT分科会活動は、松山日赤 細川、大阪日赤 加賀、成田日赤 
















   CT分科会世話人         
河本 勲則 京都第二 
加賀 久喜 大阪 
細川 博明 松山 







MR分科会代表世話人 京都第一赤十字病院 金澤 裕樹 
 MR分科会は、新世話人が発足し活動を開始した。電子メール会議を中心に活動をし、平成 23年
6月と平成 24年 2月の 2回開催された。 
 第 1回の議題は、“平成 23年度の活動方針”について議論した。多くの活発な意見がでて議論さ

























MR分科会世話人       
金澤 裕樹 京都第一 
宇田 暢樹 小川 
佐藤 統幸    大田原 




















医療情報分科会世話人    
加藤 秀之 松江 
西村 英明 福井 
西小野 昭人 熊本 
 
【核医学分科会活動報告】 










核医学分科会        
荻野 真博 旭川 
星野 洋満 前橋 













乳房画像分科会         
尾形 智幸 さいたま  
西関 剛 長浜 
梶迫 絵美 京都第二 





（１）2012 年 1 月末時点での被災地への貸出医療機器状況は、ポータブル型超音波装置 5 台、ポー
タブル型 X線装置 4台、FCRシステムと画像表示装置を組み合わせたものを 3セット、X線防
護用プロテクター2枚及び高精細モニタ－7台です。 
（２）2011 年 6 月 22,23 日、日本赤十字社岩手県支部の要請により、日本赤十字本社に寄贈された





  2011年 8月 8日 「福島原発一時帰宅者スクリーニング活動報告」掲載 
  2011年 9月 26日 「福島第一原子力発電所医務室における医療支援活動報告」 









 平成 23年度ホームページ文書管理に掲載した諸文書は以下のとおりです。 
2011年 9月 30日「独立行政法人 医薬医療機器総合機構の紹介」 









第 1回 IT推進研修会（7月 8日 第 1回常任理事会内） 
第 2回 IT推進研修会（10月 21日第 2回常任理事会内） 
①現在のホームページ利用状況 
・ Webサイト利用者月間約 784名 
・ページビュー数 月間約 5500ページ 
・ML利用登録数 ART会員数 198名 
            ホットクロス登録施設数 94施設 
   ②現在の問題点 
・会員間のコミュニケーションが難しい。 
・バナー広告業者が、自社の広告を閲覧できない。 











 （１）平成 23年 12月 6日に HP上で表彰者推薦の依頼を掲載した。 





功労賞（第 2条の 1） 
長岡赤十字病院    大橋正男 
     長岡赤十字病院    金子 弘孝 
     成田赤十字病院    宇野 二三代 
     小川赤十字病院    福島 良 
     武蔵野赤十字病院   引屋敷 聖晴 
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     長野赤十字病院    柳澤 信男 
長浜赤十字病院    川嶌 剛 
松江赤十字病院    益井 謙 
     松山赤十字病院    重松 味津雄 
     徳島赤十字病院    滝 健次 
     高知赤十字病院    田原 德建 
熊本健康管理センター 赤澤 武       （敬称略 順不同） 
 
奨励賞  （第 2条の 2） 
個人 施設   該当者なし 
 
感謝状   
東日本大震災時、日本赤十字放射線技師会を支援していただいた企業 
  企業名             支援の内訳 
株式会社 保科製作所      防護用エプロン 
日本電気硝子株式会社      防護用衝立 
株式会社日立メディコ      ポータブル型 X線装置    5台 
ポータブル超音波装置    5台 
株式会社 ナナオ        高繊細モニタ        19台 
富士フイルムメディカル株式会社 FCRシステム＋画像表示装置 3セット 




第 21回北海道地区会総会並びに研修会が 10月 1日（土）～2日（日）にわたり北海道支部会議
室にて開催されました。昨年に新装成った北海道支部での念願の開催であり（札幌駅とすすきの










5月 12日   道内赤十字放射線技師 技師長職場長代行者会議 































平成 23年 8月 20日（土） 
日本赤十字放射線技師会 中部ブロック 
平成 23年度業務研修会 at高山赤十字病院 
 
12:30～13:00  受付                   進行 山口忠夫（高山） 
13:00～    挨拶       日本赤十字放射線技師会 常任理事 牧内正史（諏訪） 
13:10～14:10  メーカー講演               座長 石田智広（福井） 
           「モニタの精度管理と省電力設定・耐震に対する考え方」 
               株式会社ナナオ 企画部 商品技術課 課長 森脇浩史 
14:15～15:00 施設報告「診断モニタの管理状況 ～昨年からの経過報告～」 
                              福井赤十字病院 放射線科部 西村英明 
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15:00～15:30  休憩と機器見学 
15:30～16:15  会員報告               座長 片山典明（金沢）  
        ・「災害救護班活動に参加して」 
                     高山赤十字病院 放射線科部 中井良則 
        ・「災害救護班活動での放射線技師の果たす役割」 
                     福井赤十字病院 放射線科部 安藤剛一 
        ・「災害救護班活動での放射線技師の果たす役割」 
                  名古屋第二赤十字病院 放射線科部 猪岡由行 
16:15～16:45  ディスカッション 
16:50～17:20  談話会（今後の中部ブロック活動について） 
                         司会 日置竹志（名古屋第二） 
17:30～    施設見学（自由参加） 





                       
（４）近畿ブロック活動報告 
平成 24年 3月 3日（土曜日）4日（日曜日）の 二日間、平成 23年度日本赤十字放射線技師会第
20回近畿ブロック研修会が、京都第一赤十字病院担当のもと京都市中京区のコープイン京都におい




















    平成 23年 10月 1日（土）13:00～2日（日）に渡り、会場を唐津赤十字病院 講堂で開催い
たしました。研修会内容は、 
特別講演「重粒子線がん治療の現状と今後」 
         九州大学大学院医学研究院 重粒子がん治療学講座 教授 塩山 善之 先生 
   特別講演「脊椎変性疾患の診断と治療」 
唐津赤十字病院 整形外科部長 生田 光 先生 
特別講演「これからの日本赤十字放射線技師会」 
日本赤十字放射線技師会 会長 清水文孝先生 
と各講演がありました。 
2日目は会員研究発表が 4題なされ、最後に教育講演「緊急被ばく医療」－患者受け入れの実際




  日 時    平成 24年 9月 8日（土）13時 20分～17時 00分 
       平成 24年 9月 9日（日） 9時 00分～12時 00分 
  会 場  アソシエート  
       〒869-1404 熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽 4369-1  













































【第四号議案】 平成 24年度事業計画案 
１．総括 





















（１）平成 24年度日本赤十字放射線技師会学術総会および第 59回定期総会の開催 
   平成 24 年度日本赤十字放射線技師会学術総会（平成 24 年 5 月 31 日、6 月 1 日）および第 59




第 1回常任理事会       平成 24年 7月 13日（金） 
                    日本赤十字社 203小会議室 13:00～17:00 
第 2回常任理事会    平成 24年 10月 26日（金） 会場未定 
第 3回常任理事会    平成 25年 2月 15日（金）  会場未定 
平成 24年度全国理事会  平成 25年 4月 19日（金）  会場未定 







































































日  時   平成 25 年 6 月 6 日 (木 ) 午後 3 時 30 分より 
会  場   東 京 国 際 フ ォ ー ラ ム  ホ ー ル D - 5 
総 会 次 第  
開 会 の 辞 
会 長 挨 拶 
表  彰 
総会議事運営報告 
議 長 選 出 
議事録署名人選出、書記及び採決係任命 
議 事 
【第一号議案】 平 成 2 4 年 度 事 業 経 過 報 告 
【第二号議案】 平 成 2 4 年 度 決 算 報 告 
【第三号議案】 平 成 2 4 年 度 監 査 報 告 
【第四号議案】 平成 25 年度事業計画（案） 
【第五号議案】 平 成 2 5 年 度 予 算 （ 案 ） 
【第六号議案】 そ の 他   本 会 名 称 変 更 案 
                      
諸 規 定 変 更 報 告 
         【第七号議案】 平成２５・２６年度役員改選について 
議 長 解 任 
閉 会 の 辞 
日本赤十字放射線技師会 
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表  彰 
会員各位 
日本赤十字放射線技師会 
会   長 清水 文孝 
表彰委員長 戸口 豊宏 
 
日本赤十字放射線技師会表彰規定により、顕著な功績があったので表彰します。 
１．功労賞（第 2条の 1） 
盛岡赤十字病院       岩井 貢 
仙台赤十字病院       高橋 和義 
水戸赤十字病院       海老沢 平司 
足利赤十字病院       茂木 常男 
前橋赤十字病院       鈴木 繁 
小川赤十字病院       小川 清 
長岡赤十字病院       捧 和雄 
長野赤十字病院       八町 淳 
安曇野赤十字病院      関 利明 
浜松赤十字病院       北野 光浩 
舞鶴赤十字病院       谷口 憲二 
京都第一赤十字病院     河原 貴史 
京都第二赤十字病院     辻 秀憲 
姫路赤十字病院       上水 徹也 
広島赤十字・原爆病院        田中丸 芳樹 
松山赤十字病院       西田 史生 
長崎原爆諫早病院      小楠 弘幸       （敬称略 順不同） 
２．奨励賞（第 2条の 2） 
個人の部 
深谷赤十字病院       清水 邦昭 
伊勢赤十字病院       大山 泰 
高槻赤十字病院       渡邊 良彦 
庄原赤十字病院       宇山 浩文 
松山赤十字病院       高橋 奈津樹      （敬称略 順不同） 
施設の部 
那須赤十字病院 














































有限会社ムツダ商会            （順不同） 
 



































（１） 第 59回日本赤十字放射線技師定期総会の開催 
第 59回日本赤十字放射線技師定期総会を平成 24年 5月 31日（木）東京国際フォーラム D－5
にて開催した。清水会長挨拶の後、先般亡くなられた当技師会の名誉会員である小成田様、瀬山様、
また東日本大震災で亡くなられた多くの方々のご冥福を祈って、全員で黙とうが捧げられ、その後
表彰へと続いた。議事に先立ち定期総会は、会員参加者 118 名、総会委任状 1087 名、総計 1205
名を得ており、成立することを確認した。議長には原町赤十字病院 萩原健氏、熊本健康管理セン






第 1回常任理事会  
平成 24年 7月 13日（金）13：00～17：00 日本赤十字社本社 203号会議室 
第 2回常任理事会 
平成 24年 10月 26日 （金）13：00～17：00 神戸赤十字病院 研修室  
第 3回常任理事会 
平成 25年 2月 8日（金）13：00～17：00 日本赤十字社本社 202号会議室 
平成 24年度全国理事会 





第 1回部会  
平成 24年 9月 3日（月）14：00～16：00 日赤本社 304会議室 
第 2回部会 




会員数 1352名 （平成 25年 3月 31日現在） 
         平成 24年度退会者数 46名  
         平成 24年度入会者数 87名 
 
4. 福利厚生報告 




（１） 平成 24年日本赤十字放射線技師学術総会開催 
平成 24年 5月 31日（木）、6月 1日（金）の 2日間、東京国際フォーラム ホール D-5において、
会員 118名の出席の元、平成 24年日本赤十字放射線技師学術総会を開催した。以下に内容を示す。 
本社講演「赤十字病院の現状と課題」   
医療事業部 次長 飯嶋 喜史 様 
特別講演「東日本大震災における石巻赤十字病院の対応」    
石巻赤十字病院 第１放射線技術課長  及川 順一 様 
教育講演「チーム医療におけるノンテクニカルスキルの重要性」 
大阪大学医学部附属病院 中央クオリティマネジメント部 部長・病院教授  
中島 和江 様 
会員研究発表 
第一部（4演題）座長 宇田 暢樹 氏（小川） 
第二部（3演題）座長 加藤 秀之 氏（松江） 
第三部（4演題）座長 細川 博明 氏（松山） 
＊ 会員研究発表 最優秀賞・優秀賞受賞者 
最優秀発表賞：松山赤十字病院 高橋 奈津樹様 
優秀発表賞：深谷赤十字病院 富田 欣治様、武蔵野赤十字病院 藤岡 由紀様 
分科会報告 
災害医療：駒井 一洋 氏（名古屋第二）、坂井 征一郎氏（唐津）、森 幹司 氏（長崎原爆） 
CT：河本 勲則 氏（京都第二） 




2012年 04月 14日 【CT分科会】逐次近似法を使いこなそう 
2012年 06月 12日【学術部】平成 24年度日本赤十字放射線技師学術総会  
イブニングセミナー スライド掲載 
2012年 06月 17日【学術部】平成 24年度日本赤十字放射線技師学術総会  
ランチョンセミナー①のスライド掲載 
2012年 08月 03日【掲示板】台風４号による電源喪失 
2012年 09月 21日【学術・総会】平成 24年度日本赤十字放射線技師学術総会 研究発表 座長集
約および後抄録、特別講演「 東日本大震災における石巻赤十字病院の対応 」の講演資料掲載  
2012年 10月 31日【放射線治療分科会】標準計測法 12 
2012年 11月 06日【学術・総会】第 48回日本赤十字社医学会総会に参加して 
2012年 11月 19日【学術・総会】「医学会総会に参加して」 

































（１） 契約条件である『災害期間』の 3月末終了に伴い、貸出支援を収束中 
① 超音波装置は、3月上旬貸出先の医療機関が買い上げました。 
② ポータブル型 X 線装置＋FCR システムと画像表示装置の１セットについては、これら装置を 4
月以降も使用しながら、貸出先の仮設診療所が買い上げを検討中です。 
（２） 平成 24年学術総会において、分科会報告を実施 
   医療機器貸出支援活動、放射線被ばく医療支援活動および災害医療アンケート報告を分科会活動
として、駒井・森・坂井委員が報告しました。 
（３） 委員による災害医療支援に係る講演活動 
① 『3.11 日本の危機に私たちができたこと』神戸赤十字病院 中田正明 
平成 24年 7月 7日（土）会場：江南厚生病院 講堂  愛知県厚生連放射線技師会 
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② 『緊急被ばく医療 患者受け入れの実際』唐津赤十字病院 坂井征一郎 
  平成 24年 8月 25日（土）会場：安曇野赤十字病院  中部ブロック研修会 
③ 『3.11 日本の危機に私たちができたこと～DMATにおける診療放射線技師の役割』 
神戸赤十字病院 中田正明  
平成 24年 10月 20日（土）会場：仙台市産業・情報プラザ 東北ブロック研修会 
④ 『災害医療における放射線技師の役割』名古屋第二赤十字病院 駒井一洋 









（１） 日本赤十字放射線技師会 2011年度電子会誌の発行 
2012年 5月 1日にホームページへ掲載した。 
（２） 赤十字社リポジトリへ電子会誌の登録 
2012年 8月に電子会誌 1号～3号を赤十字リポジトリへ登録・掲載した。 
（３） ホームページリニューアルに向け 2012年 10月より、「ホームページに関する意識調査アンケー
ト」を、九州ブロックを先駆けとし実施した。その後全国赤十字病院へも実施し、2013年 1月
をもって終了とした。回答率は 56.8％であった。 



















（１） 平成 24年 4月に全国赤十字技師長・課長宛に会員台帳の調査を実施し、総会までに今年度の新
入会会員（予定者）・退会会員を調査し施設毎会員数の把握をおこなった。 




（５） 日本赤十字放射線技師会会員（Art ML）の登録作業を行った 
 
11. 表彰部活動報告 
（１） 平成 24年 11月 6日、HP上で表彰推薦の依頼を掲載した。 
（２） 平成 24年 11月 7日、各ブロック理事に、各ブロックの対象者の方を報告し推薦の取りまとめ
をお願いした。また、同日、技師長・課長MLで表彰該当者依頼文書を送信した。 
（３） 平成 24年度の全国理事会で、功労賞表彰者を決定した。 
（４） 学術部と協議し奨励賞（個人・施設）を決定した。 
（５） 平成 24年度の全国理事会で、バナー広告 29社 60周年記念事業として、感謝状を贈呈すること
を決定した。 
 
12.  ブロック活動報告 
【北海道ブロック】 
（１） 会議及び研修会総会 
① 平 24年度全道赤十字施設放射線技師長・課長・職務代行者会議 
平成 24年 5月 12日 北海道支部看護大学サテライト室 
② 第 22回全道赤十字放射線技師会研修会及び総会 






東北ブロック会員の資質向上のため、平成 24 年 10 月 20 日、仙台市産業プラザにてブロック研修
会を開催した。研修内容は以下の通りである。 
    
① 教育講演 1 
「 3.11 日本の危機に私達ができた事～DMATにおける診療放射線技師の役割～ 」 
② 会長講演 
「 もっとクロスしませんか 日本赤十字放射線技師会 」 
③ 教育講演 2 
「 FPD装置の現状と将来 」 
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【東部ブロック】 
日本赤十字放射線技師会 第 25回 東部ブロック研修会 










  パネルディスカッションⅡ（放射線被ばくに関する取り組み） 







平成 24年 8月 25日（土）午前 10時より中部ブロック技師長・課長会議を開催しました。中部
ブロック 19 病院のうち、13 病院からの出席をいただき、今後の中部ブロックの活動について話し
合いました。また、平成 25年度のブロック理事の決定も行いました。 
 
（２） 平成 24年度中部ブロック業務研修会を開催 











① 特別講演 1『食のバランス』ｳﾞｫｰﾘｽ記念病院 事務長 澤谷久枝先生 
② 特別講演 2『心のバランス』大津赤十字病院 心理判定員 瀬崎千津江先生 
③ 特別講演 3『ワークライフバランス』大津赤十字病院 放射線科部 沢尾誠先生 
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④ 会長講演『もっとクロス！一歩前進』日本赤十字放射線技師会会長 清水文孝先生 
⑤ 教育講演『トモセラピーについて』大津赤十字病院 放射線部長 芥田敬三先生 




① 第 1回 平成 24年 11月 24日(土) 京都第二赤十字病院 C錬 6階ホール 







津山中央病院 山本 一雄 
② 福島の現状と除染への取り組み 
千代田テクノル 山崎 和也 
③ サーベイメーターの扱い方（実習） 
汚染の測定手順  千代田テクノル 山崎 和也 




ンター 『アソシエート』にてブロック研修会を開催した。10 施設から 48 名の参加で、以下のプ
ログラムの内容で研鑽しました。 
開会挨拶 担当施設 熊本健康管理センター 長野 勝廣  
会長挨拶 清水 文孝 会長 
① 特別講演 1「聴くことの力、話すことの力」京都大学非常勤講師 佐藤泰子先生 
② 特別講演 2「パーソナルカラーについて」カラーコーデイネータ三村 弘美先生 
③ 会員研究発表 
「冠動脈 CTにおけるコアベータの使用経験」唐津赤十字病院   立川 圭彦 
「64列 CTによる大動脈弁口面積測定の検討」大分赤十字病院  中島 浩二 
「PET-CT検診の現況と成績｣ 熊本健康管理センター        中島 佳子 
「PET-CT検診が有効だった症例」熊本健康管理センター       荒木 洋明 
④ 施設紹介 熊本赤十字病院 総合救命救急センター・こども医療センター 
                          熊本赤十字病院  山室 勇太 
⑤ 教育講演 「医療安全と機器管理について」 
GEヘルスケアジャパン 佐藤 哲也 先生 
 総評  久保田 利夫 副会長 
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【第二号議案】 平成 24年度決算報告 
 
　　　科目 24年度予算額 24年度決算額 　　増減 　　　　　　　備考
会費 3,960,000 4,083,000 123,000 3,000×1,361名
入会金 30,000 88,000 58,000 1,000×88名
HP広告収入 1,400,000 1,580,000 180,000 広告協賛32社
学術研修会費 880,000 952,000 72,000 8,000×119名
セミナー収入 0 700,000 700,000 3社
雑収入 2,000 872 △1,128 預金利息
前年度繰越金 4,339,712 4,339,712 0
合計 10,611,712 11,743,584 1,131,872
　　　　科目 24年度予算額 24年度決算額 　　増減 　　　　　　　備考
総会費 100,000 86,400 △13,600 総会運営費
会議費 2,000,000 1,766,880 △233,120 全国理事会、常任理事会費
役員活動費 112,000 108,500 △3,500 3,500×31名
ブロック活動費 1,050,000 898,955 △151,045 ７ブロック
表彰費 250,000 172,618 △77,382 賞状副賞・活動費
学術部費 300,000 82,420 △217,580 活動費
財務部費 50,000 43,645 △6,355 活動費
組織調査部費 15,000 5,060 △9,940 活動費
広報部費 200,000 42,330 △157,670 活動費
ＩＴ推進部費 250,000 19,111 △230,889 活動費
災害医療支援部費 200,000 160,683 △39,317 活動費
事務局費 300,000 123,164 △176,836 活動費・慶弔費
学術研修会費 880,000 1,000,310 120,310 会場費５７０,０００は２３年度決算済み
サーバ管理費 252,000 252,000 0 セキュリティ管理費
ＨＰ管理運営費 400,000 225,750 △174,250 定期刊行物更新、バナー追加費
基金積立費 100,000 100,000 0 積立て基金へ繰り出し
予備費 4,152,712 0 △4,152,712









日本赤十字放射線技師会　会長   清水　文孝（印）
収　　　入　　　の　　　部
支　　　　出　　　　の　　　　部






































（１） 平成 25年日本放射線技師学術総会および第 60回定期総会の開催 
 平成 25年日本放射線技師学術総会を平成 25年 6月 6日（木）、6月 7日（金）に、第 60回定期総
会を平成 25年 6月 6日（木）に東京国際フォーラム D-5で開催予定である。 
 
（２） 平成 25年度の日本赤十字放射線技師常任理事会および全国理事会 
平成 25年度の日本赤十字放射線技師常任理事会 3回および全国理事会 1回を開催し、検案事項、提
案事項について審議し、それらの内容について議事録を作成する。 
第 1回常任理事会 平成 25年 7月 5日（金）／日本赤十字本社 203小会議室  
第 2回常任理事会 平成 25年 10月中旬開催予定 ／会場未定 
第 3回常任理事会 平成 26年 2月中旬開催予定 ／会場未定 
平成 25年度全国理事会 平成 26年 4月中旬開催予定 ／会場未定 


















河本 勲則（京都第二）、加賀 久喜（大阪）、細川 博明（松山）、大竹 覚（成田） 
 
【MRI分科会】拡散強調画像に関する研究を HPに掲載する予定 
宇田 暢樹（小川）、佐藤 統幸（那須）、浅見 肇（深谷） 
 
【乳房画像分科会】各施設の業務状況のアンケートを検討 
 尾形 智幸（さいたま）、西関 剛（長浜）、梶迫 絵美（京都第二）、出井 愛子（大森） 
 
【医療情報分科会】 ①システムマップの改訂の検討 
           ②医療用画像モニターの観察実験による評価の検討 
         西村 英明（福井）、加藤 秀之（松江）、西小野 昭人（熊本） 
 
【核医学分科会】   
星野 洋満（前橋）、長瀬 光臣（足利）、小池 克己（さいたま） 
【放射線治療分科会】治療分科会としての会議・講習会をおこないたいと考えている。 
小山 登美夫（長野）、上田 真吾（松山）、簾谷 和男（足利） 
 

















6. 広報部活動計画案                          
（１） 平成 25年度電子会誌の作成 




































① 平成 25年度全道赤十字施設放射線技師長・課長・職務代行者会議 
平成 25年 5月 11日 北海道支部看護大学サテライト室予定 
② 第 23回全道赤十字放射線技師会研修会及び総会 
気管支模型の制作、肝臓の区域研修予定 
 











  【東部ブロック】 
 第 26回東部ブロック研修会を平成 25年 11月 23日～24日 中野サンプラザにて開催予定。 
 （当番病院 武蔵野赤十字病院） 
 
  【中部ブロック】 
（１） 第 4回中部ブロック業務研修会 開催予定 
平成 25年度より、一泊研修会を企画しております。 





（２） 第 22回近畿ブロック研修会を開催する。 















（１） 平成 25年度九州ブロック活動（案） 
開催時期 9月未明 
開催場所 日本赤十字社九州ブロック研修センター『アソシエート』 





　　　科目 24年度予算額 25年度予算案 　　増減 　　　　　　　備考
会費 3,960,000 4,110,000 150,000 3,000×1,370名
入会金 30,000 70,000 40,000 1,000×70名
HP広告収入 1,400,000 1,500,000 100,000 バナー広告掲載料
学術研修会費 880,000 880,000 0 8,000×110名
セミナー収入 0 600,000 600,000 2社
雑収入 2,000 2,000 0
前年度繰越金 4,339,712 6,655,758 2,316,046
合計 10,611,712 13,817,758 3,206,046
支　　　　出　　　　の　　　　部
　　　　科目 24年度予算額 25年度予算案 　　増減 　　　　　　　備考
総会費 100,000 100,000 0 総会運営費
会議費 2,000,000 2,000,000 0 全国理事会,常任理事会
役員活動費 112,000 112,000 0 3,500×32名
ブロック活動費 1,050,000 1,050,000 0 150,000×7ブロック
表彰費 250,000 370,000 120,000 賞状副賞・活動費
学術部費 300,000 300,000 0 活動費
財務部費 50,000 50,000 0 活動費
組織調査部費 15,000 10,000 △5,000 活動費
広報部費 200,000 200,000 0 活動費
IT 推進部費 250,000 250,000 0 活動費
災害医療支援部費 200,000 200,000 0 活動費
事務局費 300,000 300,000 0 活動費・慶弔費
学術研修会費 880,000 880,000 0
サーバー管理費 252,000 252,000 0 セキュリティ管理費
HP管理運営費 400,000 400,000 0 定期刊行物更新、バナー追加
基金積立費 100,000 100,000 0
予備費 4,152,712 7,243,758 3,091,046
合計 10,611,712 13,817,758 3,206,046























【第七号議案】 平成 25・26年度役員改選について 
